
函館市上 水道事業経営ビジョン 原案 概要版  

 策定 趣旨 

市 水道事業 ，明治22 横浜 次 日 ２番目 近代水道 給水 開始 以来，市勢 発展 伴い現

在 ６次 わた 拡張事業 実施 ，良質 水 安定的 供給 努 た。 

た， 水道事業 ，昭和23 事業認可 け事業 開始 以来，事業計 区域 拡大 伴い段階的 施設 整

備 進 ，河川や海 水質保全や生活環境 向上 努 た。 

現在，人口 減少 伴う水需要 減少，施設 老朽化や自然災害 影響 ，上 水道事業 巻 環境

大 変化 い ，こ う 状況 い ，上 水道施設 市民生活や社会経済活動 支え 重要 ライ

ライン あ こ ，安全 安心 生活環境 維持 寄与 た ，こ 構築 た上 水道 テム 機能

次世代 引 い い け せ 。 

ビ ョン ，今後 市 け 上 水道事業 安定 た事業経営 た ，水道 水道 目指 方向性 明

，望 い上 水道 姿 向けた 組 示 指針 策定 。 

 

 函館市上 水道事業経営ビジョン 位置付け 計画期間 

 ビ ョン ，国 新水道ビ ョン 新 水道ビ ョン や，国 策定 求 い 経営戦略 趣

旨 踏 え， 市 ち 指針 あ 函館市基 構想 整合 図 策定 ，計 期間 成29 度

成38 度 10 間 計 。 

 水道事業 

 市 水道事業 ，明治22 日 ２番目 近代水道 給水 開始 以来，人口 増加や市勢 拡大 伴い６

次 わた 拡張事業 実施 現在 至 い 。 た， 成16 市 村合併 ９事業 簡易水道 引 ，

成27 度 け 水道普及率 99.9％ い 。 

 水道事業 

 市 水道事業 ，昭和23 事業 開始 ，当初 水対策 重点 整備 進 た ，生活環境 改善や

公共用水域 水質保全 た ，昭和49 南部 水終 処理場， 成２ 函館湾浄化センタ 運転 開始 い

。そ 後 人口 増加や市勢 拡大 伴い順次整備 進 ， 成16 市 村合併 ，戸井 特定環境保全公共

水道 引 ， 成27 度 け 水道普及率 90.2％ い 。 

 函館市上 水道事業経営ビジョン 策定 あた  

 函館市 上 水道 い  

 上 水道事業 現状 課  

水道・ 水道 有収水量 推移  水道・ 水道事業 累積財源残 推移  

 経営 状況 

 上 水道事業 有収水量 ，人口 減少や節水器具 普及 近 減少傾向 あ ，組織機構 見直

や，業務 民間委託 公民連携 推進 経費 削減 加え，公的資金補償金免除繰上償還や資 費 準化債 活

用 経営 健全化 図 ，近 上 水道事業 収支 均衡 図 ，健全 経営 維持 い 。 

 上 水道事業 状況 

 水道配水管 び汚水管 い ，現在 整備 完了 維持管理 更新事業 中心 い 。 た，雨水

管 い ， 水頻度 高い地域や道路 整備 併せ 整備 進 い 。  

 上 水道施設 ，劣化状態 応 計 的 更新 実施 い ，高度経済成長期 急速 水需要 増加

対応 た 拡張整備 たこ ，今後 老朽化 施設 増加 見込 。 

 た，現在 施設 更新 併せ 耐震化 図 い ，災害時 け 上 水道 テム 機能維持 た ，基

幹 施設や管路 耐震化 図 必要 あ 。 

 上 水道事業 将来 事業環境 

 上 水道事業 目指 も  

 将来 外部環境 

 成29～38 度 い ，人口 減少や節水型機器

普及 ，水需要 減少 こ 見込

，水道料金 水道使用料収入 減少傾向 見通

い 。 

 水需要 減少 見通 い こ ，今後

実施 施設 更新 あた ，将来 水需要 対応

た施設規模 更新 必要 。 

水道・ 水道 有収水量 見通し  

 基本理念 

 こ ，安全 快適 市民生活 献 い た ，健全 経営 施設 質的 向上 図 ，上 水道

機能 次世代 引 い い こ ，上 水道事業 目指 将来像 考え い 。 

 基本方針 

 基 理念 実現 向け，次 ４ 基 方針 設定 ，基 方針 施策目標 定 ，そ 向けた 組 進

。 

  し 支え 上 水道 

    安全 良質 水 安定供給や，汚水処理 快適 生活環境 確保 向けた 組 進 。 

  災害 強い上 水道 

    地震や津波 災害 対 強靱 ライ ライン 目指 ，危機管理体制 強化 図 。 

  信頼さ 事業運営 

 事業経営 効率化や，人や組織 活性化，情報発信 強化 組 進 ，持 性 あ 安定 た経営基盤

確立 。  

  環境対策 推進 

    再生可能エネル 活用や，資源 有効利用 環境 荷 低減 組 。 

信頼 し 支え，未来へ 水 ち 

こ 上 水道事業 課  

区分 取り組むべき課題
○安心 安定した水の確保
○水質管理体制の強化
○増加する老朽化施設への対策
○配水池容量の確保
○施設の耐震化 災害対策
○水需要の減少 伴う施設規模の適正化
○貯水槽水道の衛生管理の徹底
○温泉の安定供給
○汚水管の整備
○水洗化の普及促進
○雨水管の整備
○増加する老朽化施設への対策
○施設の耐震化 災害対策
○水需要の減少 伴う施設規模の適正化
○公共用水域の水質保全の取組の継続

経　営 ○料金・使用料収入の減少
環　境 ○効率的 事業運営の継続

○環境負荷低減の取組

水　道

下水道



ビ ョン 実現 向けた施策 実施 あた

，Ｐ Ａサイクル 進行管理 行い，今後

上 水道事業 巻 環境 変化 対応 た

，必要 応 見直 行い 。 

た， ビ ョン 見直 あた ，施策

進捗状況や評価 結果 函館市企業局経営懇話

会 報告 ，そ 対 意見 参考

，見直 進 。 

 ビジョン 実現 向け  

 安定した事業運営 向け  

 水道事業 経営 見通し  水道事業 経営 見通し  

水道事業  

水道料金収入 今後 減少 見込 ，投資 準化や効率的 事業 運営 向けた 組 進 こ

，老朽施設 更新や，基幹施設 耐震化 水道事業 将来 わた 的 運営 い た 必要 投

資 行い 。企業債残高 ，施設 更新や耐震化費用 増加 成29 度 約178億 成38 度 約

228億 増加 見込 ，当 度累積 源残額 成38 度 い 約19億 確保 見込 い

。 

料金収入 減少 ， 成34 度以降 当 度累積 源残額 減少 見通 こ ，水道事

業 将来 わた 持 可能 資金 確保 向けた料金体系 関 調査研究 進 。 

 

水道事業  

 水道使用料収入 今後 減少 見込 ，投資 準化や効率的 事業 運営 向けた 組 進

こ ，老朽施設 更新，耐震化 水道事業 的 運営 必要 整備 行い 。 

 こ 生活環境 改善 公共用水域 水質保全 た ， 成 度 ク 汚水管 整備 集中的

行 たこ ， 成29 度 企業債残高 約543億 見込 ，事業量 減少や企業債 償還 進

こ ， 成38 度 約350億 減少 ，当 度累積 源残額 成38 度 い 約21億 確保 見

通 い 。 

 水道使用料収入 減少 ， 成36 度 当 度累積 源残額 減少 見込 ， 成37

度以降 ，企業債償還金 減少 収支 改善 見通 こ ，将来 更新需要や 政バラン

見通 たうえ ，適正 料金体系 関 調査研究 進 。 

 将来へ向けた目標 取組 

 投資計画 

水道事業 

水道事業 

水道事業  

 水道事業 施設整備

容 ，水源，浄水場，配水

池，基幹管路 整備更新

， 過池，配水池 耐

震化，老朽配水管 更新

あ ，計 期間10 間

投資額 合計 約223億

い 。 

 

水道事業  

 水道事業 施設整備

容 ，管渠，ポンプ場，

処理場 整備 ，流域

水道 施設整備 係

担金 あ ，計 期間

10 間 投資額 合計 約

193億 い 。 

 経営 見通し 

施設整備 主要 指標 推移  

水道事業 水道事業 

「】 度 」8 度 「】 度 」8 度

実 績 見込 実 績 見込

浄水場耐震化率 15.6% 79.9% 処理人口普及率 90.2% 90.7%

配水池耐震化率 8.9% 48.8% 雨水整備率 58.9% 59.7%

基幹管路耐震適合率 54.9% 59.2% 非耐震管更新率 9.7% 26.8%

指 標 名指 標 名

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。  

税込単位：百万

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

200 530 1,920 2,275 649 453 427 323 580 819 8,176

779 1,109 1,069 1,341 1,047 1,056 1,085 1,305 1,041 1,066 10,898

110 103 50 38 100 86 134 282 439 79 1,421

20 20 21 21 21 21 21 21 21 21 208

19 16 66 18 16 23 15 17 17 17 224

217 144 154 153 130 126 108 103 122 135 1,392

1,345 1,922 3,280 3,846 1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,319合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

原水及び浄水施設事業費

配水施設事業費

簡易水道施設事業費

消火栓事業費

温泉供給設備事業費

そ 他固定資産取得費等

税込単位：百万

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,060 1,061 1,005 930 897 920 844 1,004 969 970 9,660

40 59 323 464 173 177 82 553 576 104 2,551

710 847 498 266 678 756 850 145 236 715 5,701

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

118 119 154 160 79 128 160 96 112 112 1,238

53 8 7 5 5 2 5 2 4 2 93

1,982 2,095 1,987 1,826 1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,252

区　　　分

建

設

改

良

費

管渠事業費

ポンプ場事業費

処理場事業費

特定環境事業費

流域 水道事業費

そ 他固定資産取得費

合 計
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第 1章 函館市 水道事業経営ビジョンの策定 あた て 

 

 策定 趣旨 

市 水道事業 ，明治 22 横浜 次 日 ２番目 近代水道 給水

開始 以来，市勢 発展 伴い現在 ６次 わた 拡張事業 実施 ，良

質 水 安定的 供給 努 た。 

た， 水道事業 ，昭和 23 事業認可 け事業 開始 以来，事業計

区域 拡大 伴い段階的 施設 整備 進 ，河川や海 水質保全や生活

環境 向上 努 た。 

現在，人口 減少 伴う水需要 減少，施設 老朽化や自然災害 影

響 ，上 水道事業 巻 環境 大 変化 い ，こ う 状

況 い ，上 水道施設 市民生活や社会経済活動 支え 重要 ライ ラ

イン

※

あ こ ，安全 安心 生活環境 維持 寄与 た ，こ 構

築 た上 水道 テム 機能 次世代 引 い い け せ

。 

ビ ョン ，今後 市 け 上 水道事業 安定 た事業経営 た ，

水道 水道 目指 方向性 明 ，望 い上 水道 姿 向けた

組 示 指針 策定 。 

 

 上 水道事業経営ビジョン 位置付け 

 ビ ョン ，国 新水道ビ ョン 新 水道ビ ョン や，国 策定

求 い 経営戦略 趣旨 踏 え， 市 ち 指針 あ

函館市基 構想 整合 図 策定 ，今後 上 水道事業 け

経営 方針や施策 方向性 示 。 

 

   函館市上 水道事業経営ビジョン 位置付け  

 

 計画期間 

 ビ ョン 計 期間 ， 成 29 度 成 38 度 10 間

。 
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第 2章 函館市の 水道 いて 

 

 水道事業 概要 

水道事業 こ ま 歩  

市 ，天然 良港 恵 ， 海道 結ぶ交通 要衝

発展 た。 

安政６(1859) 日米修好通商条約 横浜，長崎 開港 ，そ 後

市勢 急速 発展 た ，当時 函館 水利 便 悪 ，日常 飲料水

事 ，さ 度重 大火や，コ ラ 伝 病 多 犠牲者 出

い た。こ た ，水道創設 要望 市民 間 高 ，明治 21(1888)

水道創設事業 着手 ，横浜 次 日 ２番目 近代水道 ，翌

22(1889) 完成 た。 

そ 後，人口 増加や生活水準 向上，産業経済 発展 ，水需要

急 増加 たた ，６次 わた 拡張事業 実施 ，水源 確保や浄水場

※，

，

配水池

※

，配水 管

※

整備 進 ，昭和 54(1979) 完成 た第６次拡張

事業 量的 安定期 迎え た。 

成４(1992) 以降 ，水道 普及地域 解消 向けた給水区域 拡張や，

成 16(2004) 戸井 ，恵山 ，椴法華村，南茅部 合併 引 い

９事業 簡易水道 け 水道施設 整備 更新 行い， 成 27(2015)

度 け 市 水道普及率 99.9％ い 。 

 

表 函館市水道事業 主  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号 西暦 きご 号 西暦 きご

明治 1889 水道創設 明治 ～ 昭和 1985 笹流 改修 昭和 ～

元 中区配水池建設

成 1992 給水区域拡張

明治 1896 第 次拡張事業完成 明治 ～ 川・東山・鉄山・蛾眉 地区

元 高区配水池建設

成 1998 配水池増設 成 ～

大正 1923 第 次拡張事業完成 大正 ～ 赤川高区第 旭岡配水池増設

笹流 赤川 区浄水場建設 川配水池建設

給水区域拡張

昭和 1949 第 次拡張事業完成 昭和 ～ 豊原・鶴 ・白石地区

防火水道建設

成 2004 市 村合併

昭和 1963 第 次拡張事業完成 昭和 ～ 事業の簡易水道を引き継ぐ

中 現新中 建設

赤川高区浄水場建設 成 2007 大船浄水場ろ過池・配水池増設

赤川 区浄水場増設

成 2011 日ノ浜浄水場ろ過設備整備

昭和 1972 第 次拡張事業完成 昭和 ～

松倉取水場建設 成 2014 温泉事業附帯事業化

赤川高区浄水場増設

成 2015 戸井浄水場機械電気計装更新

昭和 1979 第 次拡張事業完成 昭和 ～

汐 取水場建設 成 2016 赤川 区浄水場 系緩速ろ過池更新 成 ～

旭岡浄水場建設 椴法華浄水場機械電気計装設備更新

水力発電設備完成
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◆水道事業 体系 

 

 

 

計画給水人口が 101人以上 事業 函館地域  

 

                             や旅館等 温泉 供給 事業 湯川地区  

               ( 成 26 度 水道事業 附帯事業  

               自 発電した電力 電力会社 卸売 事業 

成 26 度 水道事業 附帯事業  

 

           水道事業 うち特 計画給水人口が5,000人以 事業 東部地域  

 

◆水道事業 整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館 水道 

水道事業 

簡易水道事業 

温泉事業 

売電事業 

行政区域内人口 266,773 人

給水区域内人口 266,763 人

給水人口 266,395 人

普及率 99.9 ％

計 給水区域面積 14,099 ha

実績給水区域面積 14,099 ha

計 日最大給水 125,500 ㎥ 日

日最大給水 104,315 ㎥ 日

日 均給水 92,500 ㎥ 日

主 水道施設

笹流貯水池 576,000 ㎥

新中 貯水池※ 600,000 ㎥※

取水施設 水源水 か 165,791 ㎥ 日

浄水場 施設能力 か 139,203 ㎥ 日

配水池 容 か 73,833 ㎥

水管 φ ～ ㎜ 38 km

送水管 φ ～ ㎜ 36 km

配水管 φ ～ ㎜ 1,263 km

※ 　 海道 の兼用工作物

※ 　貯水 のうち 水道利用分

成 度 成 月 現在

貯水施設 貯水
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函館市 主 水道施設 

大船浄水場 

新中 貯水池 

赤川高区浄水場 
新中 貯水池 

笹流貯水池 赤川 区浄水場 大船浄水場 

松倉取水場 

松倉取水場 

赤川高区浄水場 

笹流貯水池 

赤川 区浄水場 

旭岡浄水場 

元 配水場 

元 配水場 旭岡浄水場 汐 取水場 

汐 取水場 

亀

田

川 

松

倉

川 

汐

川 
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臼尻浄水場 

部浄水場 

木直浄水場 

部浄水場 

椴法華浄水場 

日 浜浄水場 

大澗浄水場 

日浦浄水場 

戸 浄水場 

臼尻浄水場 部浄水場 木直浄水場 

部浄水場 椴法華浄水場 

大澗浄水場 

日 浜浄水場 

戸 浄水場 

日浦浄水場 
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 水道事業 概要 

水道事業 こ ま 歩  

市 水道事業 ，昭和 23 水道築造認可 け 事業 着手 ，

水対策 重点 た合流式 管渠 整備 行 い た。 

そ 後，全国的 産業活動 活発化 人口 都市集中 進 こ ，河

川 汚 進 こ ，水域 汚 対策 必要 ，昭和 45

水質汚 防 法 改正 行わ ， 市 い 汚水 処理 ，公共用水域

※

水質保全 寄与 た ，昭和 46 市街化区域

※

全域 水道計 策定

，昭和 49 南部 水終 処理場 運転 開始 い 。 

昭和 48 ，函館海域 水質環境基準 類型指定 けたこ ，

海道 函館海域流域別 水道整備総合計 調査 行わ ，そ 結果，広域的

流域 水道 整備 望 い 結論 遉 た。こ ，昭和 55

海道 事業主体 ， 市 一部 斗市 上磯 ， 大

び七飯 け 各々 水道計 区域 構成さ 函館湾流域 水道事業

認可 け， 市 い 亀 川 境 南側 南処理区 南部 水終 処理

場 汚水処理 函館市公共 水道事業 単独 ， 側 函館湾処理区 函館

湾浄化センタ 汚水処理 函館市流域関連公共 水道事業 認可 変

更 ， 成２ 海道 建設 進 た函館湾浄化センタ 一部運転

開始 たこ ，函館市流域関連公共 水道 供用 開始 い 。 

そ 後，人口 増加や市街地拡大 伴い公共 水道 計 区域 順次拡大

整備 進 ， 成 16 市 村合併 ，戸井 特定環境保全公共

水道 引 ， 成 27 度 け 水道処理人口普及率 90.2％

い 。 

 

表 函館市 水道事業 主  

 

 

号 西暦 きご 号 西暦 きご

昭和 1948 水道築造事業認可 成元 1989 消化ガス発電設備運転開始

昭和 1972 ンプ場・港 ンプ場 雨水 運転開始 成 1990 函館湾浄化セン 運転開始

湯川 ンプ場運転開始

昭和 1974 部 水終 処理場運転開始

成 1992 汚泥処理施設汚泥乾燥設備運転開始

昭和 1978 宇賀浦中継 ンプ場運転開始

成 1993 汚泥処理施設熱交換設備運転開始

昭和 1981 函館市公共 水道事業 処理区

函館湾流域関連公共 水道 函館湾処理区 成 2001 志海苔 ンプ場運転開始

に変更

成 2004 市 村合併

昭和 1982 ンプ場 汚水 運転開始 戸井 特定環境保全公共 水道を統合

昭和 1983 大手 ンプ場運転開始 成 2013 合流式 水道緊急改善事業完了 成 ～

金堀雨水貯留管建設
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◆ 水道 役割 

 水道 ，人々 生活や経済活動 排出さ 汚水 収集，浄化 自然

還元 こ ，衛生的 快適 生活環境 ，企業 経済活動 支え

同時 ，河川，海洋 水環境 水質汚 い 。 

た，街 降 た雨水 速や 排除 こ ，人々 生命， 産

水被害 。 

 

 

  公衆衛生 向上 生活環境 改善  公共用水域 水質保全 

  水 防除             

 

 

◆ 水道事業 体系 

 

 

公共 水道事業 

主 市街地 水 排除 処理 た ，市 管理 水道 

単独公共 水道…市 単独 処理 ，南部 水終 処理場 汚水処理 

特定環境保全公共 水道…市街地以外 設置さ 水道 

流域関連公共 水道…流域 水道 接 ，函館湾浄化センタ 汚水処理 

流域 水道事業 

市 一部 斗市 七飯 水 け 排除 処理 た ， 海道 関

係市 管理 水道 

 

 

 

 

函館の 水道

函館市公共 水道事業 独公共 水道

特定環境保全公共 水道

部 水終 処理場 処理

函館湾流域 水道事業 流域関連公共 水道

函館湾浄化セン 処理
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函館市 主 水道施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

流域関連公共 水道 
函館湾処理区 

単独公共 水道 
処理区 

函館湾浄化セン ー 

港ポンプ場 

ポンプ場 

大手ポンプ場 

宇賀浦 
中 ポンプ場 

志海苔ポンプ場 

湯川ポンプ場 

部 水処理場 
 

亀

田

川 

松

倉

川 汐

川 

函館湾浄化セン ー管理棟 函館湾浄化セン ー汚泥処理施設 

部 水処理場 

汚水処理施設管理棟 

部 水処理場 

汚泥処理施設 

汚水処理施設  

 
汚泥処理施設  
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特定環境保全公共 水道 戸 地区  

処理区 

 

ポンプ場 

汚水・雨水  

大手ポンプ場 

雨水  

宇賀浦中 ポンプ場 

汚水  

湯川ポンプ場 

汚水  

 港ポンプ場 

 雨水  

戸 支所 

 志海苔ポンプ場 

汚水  

   水処理場 

   ポンプ場 

   処理区 

   函館湾処理区 
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◆ 水道事業 整備状況 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成 度 成 月 現在

行政区域内人口 266,773 人

処理区域内人口 240,551 人

水洗化人口 227,417 人

普及率 90.2 ％

水洗化普及率 94.7 ％

事業計 面積 4,930 ha

処理区 2,666 ha

函館湾処理区 2,264 ha

処理区域面積 4,760 ha

処理区 2,587 ha

函館湾処理区 2,173 ha

計 日最大汚水 118,445 ㎥ 日

日最大汚水 111,449 ㎥ 日

日 均汚水 97,137 ㎥ 日

主 水道施設

部 水終 処理場 81,200 ㎥ 日

函館湾浄化セン 55,000 ㎥ 日
※

ンプ場 6 か

マン ル ンプ 46 か

汚水管 φ ～ ㎜ 812 km

合流管 φ ～ ㎜ 226 km

雨水管 φ ～ ㎜ほか 300 km

※本市分 全体の処理能力から 斗市 七飯 分の能力を いた値

水処理場 処理能力
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第 3章 水道事業の現状と課題 

 

 経営 状況 

本市 人口推移 

市 人口 ，昭和 55 345,165 人 ク 減少 ， 成 27

265,979人 い 。 

 

 函館市 人口推移(国勢調査)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水需要 推移 

過去 10 間 水道 間有収水量

※

推移 減少傾向 ， 成 18

度 約 3,307 万㎥ ， 成 27 度 2,963 万㎥ 減少 い 。

た，料金収入 ， 成 18 度 約 45億 成 27 度 約 41億 減

少 い 。 

 

 有収水量 水道料金収入 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

人

35

37

39

41

43

45

47

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

3,500

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

水

道

料

金

収

入

有

収

水

量

有収水量 水道料金収入 税抜

万m3 億
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過去 10 間 水道 間有収水量 推移 ，水道 同様 減少傾向

， 成 18 度 約 2,906万㎥ ， 成 27 度 2,772万㎥ 減少

い 。 た，使用料収入 ， 成 18 度 約 47 億 成 27 度

約 43億 減少 い 。 

 

有収水量 水道使用料収入 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政 状況 

 水道事業 

ア 収支状況 

水道事業 収支状況 ，料金収入 減少 ，事務事業 組織機構

見直 経費 削減や，公的資金補償金免除繰上償還

※

支払利息 軽減 経営 効率化 努 ， 収支均衡 保た 健全

経営 維持 い 。 た， 成 27 度 約 24億 当 度累積

源 有 ，事業運営 必要 資金 確保さ い 。 

 

 単 度収支 累積財源残 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-10

-5

0

5

10

15
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30

18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単 度収支 当 度累積財源残

億

35

37

39

41

43

45

47

49

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

水

道

使

用

料

収

入

収

水

収水 水道使用料収入

億

万m3
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イ 企業債残高 推移 

施設 整備や老朽化対策 多額 資金 必要 た ，企業債 借

入 源 一部 い 。水道事業 建設改良費 ，計 的 事業

実施 準化 図 ，企業債残高 ， 成 18 度 約

214億 成 27 度 約 185億 減少 い 。 

 

 建設改良費 企業債残高 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イン ン ー 蓋 

函館市型地上式消火栓            
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債
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高
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設

改

良

費

建設改良費 企業債残高

億億



14 

 

ウ 財務比較分析 

    経営 び施設 状況 表 経営指標 ， 市 水道事業 経営状

況 類似団体 び全国 均 比較 析 た。 

    ，各数値 い ，総務省 公表 い ， 成 26 度決算

け 経営比較 析表 基 い い 。類似団体 ，給水人口規模 15

万人以上 30万人 満 都市 77団体 い 。 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標 意味 給水収益や一般会計 繰入金 収益 ，維持管理費や支払利息 費用

程度賄え い 表 指標 

析 考え方 単 度 収支 黒字 あ こ 示 100％以上 い こ 必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 ％                   

当 値 函館市 110.82 類似団体 均 114.43 全国 均 113.03 

流動比率 

指標 意味 短期的 債務 対 支払能力 表 指標 

析 考え方 以 支払う 債務 対 支払うこ 現金 あ 状況 示  

100％以上 あ こ 必要 

算 出 式 流動資産 平 流動 債 ェ 100   ％                              

当 値 函館市 140.41 類似団体 均 289.8 全国 均 264.16 

企業債残高対給水収益比率 

指標 意味 給水収益 対 企業債残高 割合 あ ，企業債残高 規模 表 指標 

析 考え方 明確 数値基準 い 考え 。経 比較や類似団体 比較  

算 出 式 企業債現在高合計 平 給水収益 ェ 100  ％                          

当 値 函館市 442.25 類似団体 均 301.99 全国 均 283.72 

料金回収率 

指標 意味 給水 係 費用 ， 程度給水収益 賄え い 表 た指標 

析 考え方 料金回収率 100％ 回 い 場合，給水 係 費用 給水収益以外 収入

賄わ い こ 意味  

算 出 式 供給単価 平 給水原価 ェ100 ％       

当 値 函館市 105.62 類似団体 均 107.05 全国 均 104.60 
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財務比較分析表  

※類似団体 均 1.00 した場合 比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 水道事業 経営状況 類似団体 び全国 均 比較 た結果,

給水原価 均 回 ，効率的 水 供給 い こ 示さ

い 。 

た，流動比率 均 回 ，企業債残高給水収益比率 均 上回

水準 い ，経常収支比率 ，そ 他 指標 均的 水

準 ，水道事業 経営状況 健全 あ いえ 。 

 

給水原価 

指標 意味 有収水量 ㎥あた い ， け 費用 い 表 指標 

析 考え方 明確 数値基準 い 考え 。経 比較や類似団体 比較  

算 出 式 経常費用 託工事費 + 材料 び 用品売却原価 + 付帯事業費 長

期前 金戻入 平 間総有収水量   /㎥                     

当 値 函館市 131.21 類似団体 均 155.09 全国 均 164.21 

有収率 

指標 意味 施設 稼働 収益 い 断 指標 

析 考え方 100％ 近け 近い 施設 稼働状況 収益 映さ い いえ  

算 出 式 間総有収水量 平 間総配水量 ェ 100   ％                      

当 値 函館市 87.29 類似団体 均 90.23 全国 均 89.78 

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6

経常収支比率 ％

流動比率 ％

企業債残高対給水収益

比率 ％

料金回収率 ％

給水原価

有収率 ％

類似団体 全国 均 函館市

外側ほ 望ましい  

外側ほ 望ましい  

外側ほ 望ましい  

外側ほ 望ましい  

内側ほ 望ましい  
内側ほ 望ましい  
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 水道事業 

ア 収支状況 

水道事業 収支状況 ，使用料収入 減少 ，事務事業 組織

機構 見直 経費 削減や，公的資金補償金免除繰上償還

支払利息 軽減や資 費 準化債

※

活用 ， 収支均衡

保た 健全 経営 維持 い 。 

た， 成 27 度 約 19億 当 度累積 源 有 ，事業

運営 必要 資金 確保さ い 。 

 

  単 度収支 累積財源 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 企業債残高 推移 

施設 整備や老朽化対策 多額 資金 必要 た ，企業債 借

入 源 一部 い 。 

水道事業 建設改良費 い ，汚水管

※

整備 進 こ

近 減少傾向 あ ，企業債残高 成 18 度 約 695億

成 27 度 約 576億 減少 い 。 

 

 建設改良費 企業債残高 推移  
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億
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ウ 流域 水道事業 担金 

函館湾浄化センタ び流域幹線管渠

※

施設 函館湾流域 水道事務

組合 維持管理さ ，施設 維持管理 要 費用 ，計 水

量や流入水量 割合 応 組合 構成 ２市 担 い

。 

た，施設 整備 い 海道 実施 ，整備 要 費用 ，総

事業費 国庫補 額 差 引いた額 海道 ２市 ，さ

市 担割合 応 担 い 。 

 

流域 水道施設管理運営費用 び施設整備費 成 27 度  

 単位：千  

 市 担総  函館市 割 合 

運営経費 担金 678,855 454,284 66.9% 

施設整備費 80,593 57,703 67.9% 

 

エ 経営指標分析 

    経営 び施設 状況 表 経営指標 ， 市 水道事業 経営

状況 類似団体 び全国 均 比較 析 た。 

    ，各数値 い ，総務省 公表 い ， 成 26 度決算

け 経営比較 析表 基 い い 。類似団体 ，人口 10 万人以上，

処理区域

※

人口密度 50 人/ha 以上 供用開始後 30 以上経過 た都市

42団体 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標 意味 料金収入や一般会計 繰入金 収益 ，維持管理費や支払利息 費用

程度賄え い 表 指標 

析 考え方 単 度 収支 黒字 あ こ 示 100％以上 い こ 必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 ％                  

当 値 函館市 114.97 類似団体 均 105.47 全国 均 107.74 
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流動比率 

指標 意味 短期的 債務 対 支払能力 表 指標 

析 考え方 以 支払う 債務 対 支払うこ 現金 あ 状況 示  

100％以上 あ こ 必要 

算 出 式 流動資産 平 流動 債 ェ 100  ％                               

当 値 函館市 51.50 類似団体 均 52.63 全国 均 56.46 

企業債残高対事業規模比率 

指標 意味 料金収入 対 企業債残高 割合 あ ，企業債残高 規模 表 指標 

析 考え方 明確 数値基準 い 考え 。経 比較や類似団体 比較  

算 出 式 企業債現在高 一般会計 担額  平 営業収益 託工事収益 雨水処理

担金  ェ 100  ％                          

当 値 函館市 933.18 類似団体 均 843.57 全国 均 776.35 

経費回収率 

指標 意味 使用料 回収 経費 ， 程度使用料 賄え い 表 た指標 

析 考え方 使用料 回収 経費 使用料 賄え い 状況 示 100％以上 あ

こ 必要 

算 出 式 水道使用料平汚水処理費 公費 担 除 ェ100 ％       

当 値 函館市 109.54 類似団体 均 99.96 全国 均 96.57 

汚水処理原価 

指標 意味 有収水量 ㎥あた 汚水処理 要 た費用 あ ，汚水資 費 汚水維持管理費

両方 含 た汚水処理 係 コ ト 表 た指標 

析 考え方 明確 数値基準 い 考え 。経 比較や類似団体 比較  

算 出 式 汚水処理原価 公費 担 除 平 間有収水量  /㎥               

当 値 函館市 142.12 類似団体 均 147.29 全国 均 142.28 

水洗化率 

指標 意味 現在処理区域 人口 うち，実 水洗便所 設置 汚水処理 い 人口 割

合 表 た指標 

析 考え方 公共用水域 水質保全や，使用料収入 増加 観点 100％ 望 い 

算 出 式 水洗便所設置済人口平処理区域 人口ェ100 ％                        

当 値 函館市 94.36 類似団体 均 93.83 全国 均 94.57 
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財務比較分析表  

※類似団体 均 1.00 した場合 比較 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      市 水道事業 経営状況 類似団体 び全国 均 比較 た結果，

使用料収入 対 企業債残高 割合 示 企業債残高対事業規模比率 ，

均 高い ，経常収支比率 ，そ 他 指標 均以上 水準

， 水道事業 経営状況 健全 あ いえ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外側ほ 望ましい  

外側ほ 望ましい  外側ほ 望ましい  

外側ほ 望ましい  

内側ほ 望ましい  
内側ほ 望ましい  
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事業 執行体制 

市 上 水道事業 従事 職員 ，過去 10 間 76 人減少 成 27

度 186人 い 。上 水道事業 運営 あた ，市民 や

事業環境 変化 柔軟 対応 ，迅速 的確 施策展開 組織体制 整

備 進 ，こ ，処理場 運転管理 い 包括的民間委託

※

入 た

，浄水場 夜間休日 運転管理 民間委託 ，上 水道管路 修

い ，水道修 センタ や 水道管理センタ 開設 ，公民連携

推進 事業 効率化 図 た。 

た， 成 28 ４ ，料金関連業務 民間委託 拡大 ，上 水道

関連 ワン トップサ ビ 提供 函館市水道 客さ センタ 開設

，市民サ ビ 向上 向けた 組 進 い 。 

 

 職員数 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市水道 客さまセン ー 
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水道料金・ 水道使用料 

市 水道料金 ，様々 組 経費 削減 努 ， 成６ ４ 改定

以降 20 以上 わた 料金 維持 ，道 主要都市 最 安い水準

い 。 

 

 水道料金 比較 口径 20㎜ 1ヵ 20㎥使用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 水道使用料 ，道 主要都市 均 同程度 水準 い

。 た，地域経済 い 状況 踏 え， 成 13 度以降４回

わた 累進度

※

引 ，大口使用者 担低減 図 い 。 

 

水道使用料 比較 1ヵ 20㎥使用  
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広報広聴活動 状況 

市 ，こ 企業局 や ム 各種 情報発信

， 水道逬間 や 水道 日 関連 実施 施設見学 通

，上 水道事業 理解 深 組 進 た。 

た， 成 24 度 ，上 水道事業 運営 い ，幅広 各界各      

層 市民 意見 求 た ，函館市企業局経営懇話会 設置 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

          

 

                          

 

                           

 

企業局  

 

 

 

水道逬間 
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 上 水道事業 状況 

水道事業 状況 

 水道施設 状況 

ア 水 源 

市 水源域 ， 道有林 あ ，水源 養保安林

※

指定さ

良好 状態 あ 。一部 私有林や私有地 あ ，水道創

設期 水源 あ 亀 川 流域 い ，水源 養 た 大正８

1919 土地 得 進 林地化 図 ，現在 水源林 面積 約

500ha い 。近 海道 外国資 森林 収 進

い こ ， 海道水資源 保全 関 条例 施行さ ， 成 26

， 市 水源 集水区域全 13地区 い 水資源保全地域 指定

け た。 

こ う ， 市 水源域 ， 的 水源林 整備や用地 得

良好 環境 保た い ，今後 関係機関 連携 図 ，

水源域 環境保全 組 必要 あ 。 

た， 市 主要 水源 水管 接 い た ，浄水場間 原

水 相互融通 こ ， 水 水源 状況 応 た柔軟 水

行 い 。 

現在 市 け 水源水量 日当た 約 17万㎥ あ ， 水

道 安定供給 必要 水量 確保 い ，尾 部地区 水源 い

， 水期 水源水量 減少 状況 あ た ，新た 水源開発 必

要 い 。 

 

 各水源 浄水場 接 状況  
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イ 浄水場・配水池 

市 ，赤川低区浄水場，赤川高区浄水場，旭岡浄水場 13箇所

浄水場 28箇所 配水池 あ 。 

浄水場 配水池 水 作 貯 水道 基幹 施設 ，

水道 整備 始 た 市 ，施設 老朽化 耐震性能 確保，水

需要 減少 見据えた施設 効率的 運用 課 い 。 

施設 耐震化率 ， 成 27 度 浄水場 15.6％，配水池 8.7％

，そ 全国 均 成 26 度 23.4％ 49.7％

低い状況 い ，地震 災害時 け 機能 維持，

た 期 機能回復 図 た 業務 計 Ｐ

※

策定 ，

今後 ，定期的 訓練 実施や，そ 結果 踏 えた Ｐ 見直 必

要 。 

函館地域

※

い ，赤川低区浄水場 ２系 過池更新 配水池 増

設 完了 た ，赤川高区浄水場 い ，各施設 け持

供給区域 水需要 動向 案 ，効率的 整備 行う必要 あ

。 

東部地域

※

水道施設 ，こ 浄水場や配水池 整備更新 行

た ， 規模 施設 点在 ， 同 更新時期 迎え 施設

あ こ ，施設 統廃合 含 た効果的 整備 進 必要 あ

。 た， 部浄水場や尾 部浄水場 い ，安全 水 供給 維

持 た ， 過設備 整備 必要 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後 赤川 区浄水場 系緩速 過池 

 

ウ 管 路 

市 ，昭和 43 十勝沖地震 管路 多 被害 けた

こ 契機 ，現在 計 的 配水管

※

更新 進 ， 水管

※

や送

水管

※

，配水 管 い た基幹管路

※

耐震適合率 ， 成 27 度

54.9％ ，全国 均 成 26 度 35.9％ 上回 状況
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い 。 

管体強度 脆弱 普通鋳鉄管 更新対象管路 ， 成 27 度

総延長約 1,337 ㎞ 対 約 40km ，基幹管路 あ 赤川

旭岡系配水 管 含 ，今後 引 計 的 管路 更新 必要

。 

 

管種別延長内訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象管路延長 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  水道管路耐震化状況  

配水管 設工事 

 

区分 延長 km

耐震適合管

延長 km

割合

％

全国 均

％

水管 29.6 26.9 91% 31.3%

送水管 17.3 11.9 69% 39.7%

配水本管 104.0 44.0 42% 35.0%

合計 150.9 82.8 54.9% 35.9%
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 安全 水へ 取組状況 

ア 水道水 水質管理 

市 ，水質基準 適合 た安全 水 供給 た ，浄水場毎 水

質検査地点や検査 目，検査頻度 定 た 水質検査計 毎 度

策定 ，水質検査 実施 い 。 

た，水質検査 信 性 確保 た ， 部精度管理

※

適 実施

，厚生労働省や 海道 実施 い 外部精度管理

※

参加 ，水質検

査 精度向上 努 い 。 

さ ，消毒用 注入さ 塩素 量 気温や水温 調整 ，水

道水中 残留塩素濃度 低減 図 ，塩素 原因 一 さ 水道

ル 臭 抑制 こ ， い い水 供給 組 い 。 

 

                   水道水 水質 成 27 度  

 

 

 

 

 

 

 

水質検査 

 

イ 給水装置

※

適 管理 直結給水方式 

配水管 岐 た給水装置 個人や企業 産 あ ，給水装置

所有者 適 維持管理 行う必要 あ 。 市 給水装置 起

因 衛生上 問 や事故 発生 然 防 た ，所有者や指定給水装

置工事事業者 対 情報提供や適 指 言 行 い 。 

水道 給水方式 ，配水管 蛇口 直接水 送 直結給水方式 ，

水槽 水 貯 蛇口 水 送 貯水槽水道方式 ２ 類

さ 。こ うち，貯水槽水道方式 い ， 水槽以降 水質

い 所有者 適 管理 必要 あ こ ，市立函館保健所 連携

所有者 対 適 管理 関 指 言 行い衛生管理 徹底

図 い 。    

た， 水槽 要 こ ，水質や衛生管理 面 優 い

直結給水方式 普及 進 組 ， 成 28 ４ 増 装置 使

用 直結増 式給水 入 ，従来 階 10階程度

いしい 函館

水 要件 水道水

水温 ℃ 「0以 16

硬度 対g/１ 10～100 22

蒸留残留物 対g/１週 」0～「00 72

過 ン ン酸 ウ 消費量 対g/１週 」以 1.0

臭気強度 T４３ 」以 1未満

逿離炭酸 対g/１ 」～」0 2.1

残留塩素 対g/１ 0.4以 0.3

検査 目
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直結給水 可能 い 。 

 

給水方式 水質管理区分  

 

 

 

  中層建築物 階以上 直結給水件数 推移  
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 附帯事業 状況 

ア 温泉事業 

市 温泉事業 ， 湯川 温泉供給事業 開始 始 ，昭和

14 市 合併後 ，市水道課 当時 経営 移管さ 函館市温泉

事業 ， 成 26 度 経営 効率化 図 た ，函館市水道事業

附帯事業 い 。 

戦後，湯 川温泉 道 有数 観 地 急速 発展 ， テルや旅

館 温泉 供給 た ，こ 源泉や供給設備 整備 進

た ，源泉 温泉水 低 傾向 あ たこ ， 海道立地質研

究所 調査研究 委託 た結果， 成 18 度 温泉資源 保護対策 推

進 新た 施設整備 安定供給体制 期確立 い 提言 得

た。 

こ た ，温泉資源 保護対策 供給量 縮減 組 ，

源泉 集約整備 行い温泉 供給 努 い ，今後 引

海道や市立函館保健所 連携 図 ，温泉資源 保護 向けた

組 進 こ 必要 い 。 

 

温泉供給量 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        分離装置           温泉供給ポンプ 

 

3,000

3,500

4,000
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Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

(㎥)

源泉 6

供給管延長 6,559 ｍ

供給件数 102 件

供給量 3,850 ㎥/日

温泉事業の概要 成 度
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イ 売電事業 

新中 ム 赤川高区浄水場 原水

※

送 水管路 約 100ｍ 高

低差 利用 ，今 利用 いた再生可能エネル 有効活用

こ ，国 定 再生可能エネル 固定価格 制度 利

用 安定的 売電収入 確保 こ 目的 ， 水力発電設備 同

浄水場 整備 ， 成 28 度 売電 開始 い 。 

 

 環境 荷 減へ 取組 

ア 水 有効利用 

昭和 43 十勝沖地震 配水管 大 被害 け，有効率

※

約

60％ 回 水準 低 た ，そ 後，漏水調査 計 的 実施

や老朽配水管 更新，水 適正化 組 ，現在 有効率 約

92％ い 。 

 

イ 資源・エネ ー 有効活用 

水道事業 ，全国 電力 約 ％ 消費 エネル 消費産業 側面

有 い 。 市 い 水道事業 け 環境 荷 低減 図

た ，再生可能エネル 活用 た 水力発電設備 入 ， 成 28

度 稼働 い 。こ ，一般家庭約 260世帯 使用電力量

相当 間約 140万 kWh 発電 行い売電 こ ， 酸化炭素排

出量 間 約 680ｔ削減 効果 あ 。 

た，浄水場 発生 浄水汚泥

※

，乾燥後埋 戻 再利用

有効活用 努 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                水力発電設備 概要  
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水道事業 状況 

 水道施設 状況 

ア 処理場・ポンプ場 

市 ，南部 水終 処理場 ，ポンプ場 ６箇所，マン ル

ポンプ所 規模 ポンプ場 46箇所あ ，施設 整備 完了 い

。施設 ，ポンプ 機械設備やそ 制御 電気設備

数多 機器類 設置さ ，計 的 更新 行うこ 老朽化

機能 低 然 防 い ，耐震性能 確保や津波対策 課

い 。 

処理場 ポンプ場 ，地震 災害時 け 機能 維持， た

期 機能回復 図 た 業務 計 Ｐ 策定 ，今後

，定期的 訓練 実施や，そ 結果 踏 えた Ｐ 見直 必要

。 

 

イ 管 渠 

市 水道管渠 総延長 ， 成 27 度 約 1,338km

，事業 開始 た昭和 20 代 整備さ た管渠 ， 設後 60 以上

経過 施設 老朽化 進 い 。  

近 ，全国的 管渠施設 老朽化 起因 大規模 道路 事

故 増加傾向 あ こ ，こ 然 防 た ，テ ビ

ラ 管渠 部 調査結果 策定 た長 命化

※

計 基

， 成 8 度 成 27 度 約 17 ㎞ 計 的 更新 ，併せ

耐震化 図 た ，今後 10 間 約 30 ㎞ い 更新 必要

状況 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビ 用 ッ            ビ 調査 
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 公衆衛生 向上 生活環境 改善 

ア 汚水 処理 

家庭や工場 排出さ た汚水 速や 排除 た ，汚水管 整備

進 い 。 成 27 度 け 処理区域面積 4,760ha，処理区

域 人口 240,551 人，処理人口普及率 ，90.2％ ，全国

均 77.8％ 上回 ，全道 均 90.7％ 同 水準 い 。 

た， 水道計 区域 け 処理人口普及率 約99％ ，

整備 完了 い 状況 ，土地利用 定 箇所 汚水

管 整備 状況 あ 。 

 

イ 水洗化 普及 進 

市 水洗化率

※

，水洗化 普及啓発 増加傾向 あ ，処理

区域 人口 減少 ，水洗化人口 横 い 推移 い

。 

成 27 度 け 水洗化人口 227,417人，水洗化普及率 94.7％

い ，所有者 経済的 事情や家屋 老朽化，建替え 予定

理 ，一部 家屋 水洗 い 。 

市 ，普及 進 た 水洗家屋 所有者 対 ，郵送 水洗

化 要請 行 い ，無利子 水洗便所改造等資金 付制度

設け い 。 

 

 

  水洗化状況 推移  
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ウ 明水対策 

明水 ，汚水管や合流管 流入 地 水 こ ，流入箇所

把握 い いい ，発生原因 ，管渠 老朽化

生 た び割 や接合部 隙間 地 水 流入や，個人 設置

排水設備

※

誤接 雨水 入 考え 。 

明水 発生 汚水管 流 込 水 量 増え，流 能力 支

た ，市民生活 大 影響 与え こ ，処理場 維持管

理費 増加 原因 。こ た ，雨天時 け マン ル

部 水 計測や排水設備誤接 調査 改善指 行う ，修 工

事 実施 い 。 

 

  分流式 排水方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

屋根 

イ  風呂 所 

 

屋根 降 た雨水 雨水管へ 

誤接 例  劣化 隙間 侵入水  

雨水管 
汚水管 
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 水 防除 

ア 雨水管

※

整備 

水道 都市 降 た雨水 速や 排除 水被害 防 役割 担

い 。 市 ， 水頻度 高い地域や道路 整備 併せた雨

水管 整備 優 的 進 い 。 

成 27 度 公共 水道 雨水整備面積 2,803ha 事業計 面積

対 58.9％ 整備率 い 。雨水管 整備 い ，関係機

関 連携 図 ，河川や道路 整備事業 併せ 効率的，効果的 進

必要 あ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対策前 大雨 水状況 H20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

 

 

 公共用水域 水質保全 

ア 処理場 流水質 

水道 水 処理場 集 ， い 水 処理 流 こ 公 

共用水域 水質汚 防 ，豊 自然環境 保全 役割 担 い

。 水道 流水 水質基準 ， 水道法 び水質汚 防 法 規

制さ い 。 

 

 処理場 流水質 成 27 度   

上段：流入水質 段： 流水質  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

             

流水 水質試験 

 

 

 

 

 

南部下水終末処理場 函館湾浄化センター 放流水

間 均 間 均 規制値

19.0 19.6

19.2 20.9

7.3 7.0

7.1 7.0

170 300

7.7 7.2

100 150 水質汚濁防止法

13 18 　以下

120 180

5.1 6.6

80,000 320,000

87 140

　以下

, 　以下大腸菌群数
個／cｍ

3

SS mg／L

水温 ℃

ｐH

BOD mg／L

COD mg／L

.8～8.

　以下
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イ 河川 水質 

水道 整備 生活排水対策 進 ，市 流 河川 水質

改善 ，コイや ナ 生息 水質 BOD※ mg/ℓ 以

い 。 

 

     亀田川 水質 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     鮫川 水質 推移  
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 環境 荷 減へ 取組 

市 ，温室効果

※

排出 抑制や資源 有効利用 た ， 水 処理   

過程 発生 消化

※

や 水汚泥 有効活用 努 い 。 

  

ア 水汚泥 

水汚泥 ， 間 約 2,300ｔ発生 ， 成 13 セ

ント 原料 有効活用 い 。 

 

イ 消化  

水汚泥 発生 消化 ， 発電エン ンや イラ

燃料 有効活用 い 。発電 た電力 処理場 利用 ， イ

ラ 蒸気 ，消化タンク 加温や 水汚泥 乾燥 た 熱源

有効活用 い 。 

 

ウ コージ ネ ー ョン

※ 

発電エン ン 冷却水 ， 焼却工場 蒸気タ ビン発電 発生

温水 有効活用 ，消化タンク 加温 利用 い 。 

た， 発電 使用 エン ン 排気熱 回収 た蒸気 ，

水汚泥 乾燥 た 熱源 有効活用 い 。 

 

 

 

         

   

 

 

 

 

 

 

乾燥汚泥               発電設備 
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44.1% 16.6% 36.5% 2.8%熱量換算

ラ タイトル

消化 利用 焼却工場 温水利用 電力購入 油購入

再生ｴﾈﾙｷﾞｰ利用熱量 66.2% 電力・ 油消費熱量

GJ

 

部 水終 処理場エネ ー利用状況フ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   再生エネ ー利用状況 H27実績   

  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

買電

都市ゴ 排熱 イラ

ゴ 焼却工場

温水

水汚泥

　買電・ 油

消化ガス イラ 　 油

汚水処理施設 ガス発電設備

消化 ンク

加       温

汚泥乾燥設備

給湯・暖

汚泥処理施設

汚泥処理施設

　　　　　冷却水　　　　　　　　　排気ガス

温水回収

熱交換器

汚泥熱交換器

消化ガスの再生利用形態

電力

蒸気

温水
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第 4章 水道事業の将来の事業環境 

 

 将来 外部環境 

本市 将来人口 

函館市人口ビ ョン 成 27 10 ，今後 市 人口 減少傾向

見通 ， ビ ョン 計 最終 あ 成 38 推計人口

中 230千人 い 。 

 

 函館市 将来人口  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水需要 見通し 

人口 減少や節水型機器 普及 ，水需要 減少 こ 見込

， 日当た 水道有収水量 ， 成 27 度 80,949 ㎥ 成 38 度

67,000 ㎥程度 減少 見込 。同様 ， 日当た 水道有収水量

， 成 27 度 75,747㎥ ， 成 38 度 61,000㎥程度 減少 見

込 い 。こ た ，今後 上 水道施設 更新 あた ，水需

要 対応 た施設規模 適正化 図 ，効果的 施設 更新 進 必要 あ

。 

 

水道料金収入・ 水道使用料収入 見通し 

水需要 減少 見込 こ ，水道料金 水道使用料収入 減少傾向

見通 い 。こ た ，今後 い 引 効率的 事業

運営 努 必要 あ 。 
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水需要，料金・使用料収入 見通し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将来 内部環境 

水道施設 状況 

市 ，主 昭和 40 代以前 整備さ た老朽管路 更新 進 い

，今後 基幹管路 含 クタイル鋳鉄管 管種 い ，劣化状況

応 更新 必要 。 

浄水場 施設 い ，高度経済成長期 急速 水需要 増加 対応

た 拡張整備 たこ ，今後 老朽化 施設や設備 増加 見込

。 

 

  代別水道管路延長内訳  
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水道施設 状況 

市 ，国 支援制度 利用 ，長 命化計 対象 設後 50 以

上経過 た管渠 い ，劣化状況 応 計 的 更新 行 た ，

今後 更新 対象 管渠 増加 見込 。さ ，処理区域 拡大

伴う流入水量 増加 合わせ 段階的 施設 整備 た処理場やポンプ

場 い ，管渠 同様 老朽化 施設や設備 増加 見込 。 

た，今後 国 支援制度 利用 ，計 的 水道施設 更新 行うた

，長期的 施設 状態 予測 ，点検，調査，修 ，改築 一体的 計

水道 トックマネ ント

※

計 策定 必要 あ 。 

 

 

代別 水道管渠延長内訳  
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 こ 上 水道事業 課  

 上 水道事業 現況 課 や 将来 事業環境 容 ，こ 上

水道事業 組 課 た。 

 

区分 取 組 課  

水 道 ○安心 安定 た水 確保 

○水質管理体制 強化 

○増加 老朽化施設 対策 

○配水池容量 確保 

○施設 耐震化 災害対策 

○水需要 減少 伴う施設規模 適正化 

○貯水槽水道 衛生管理 徹底 

○温泉 安定供給 

水道 ○汚水管 整備 

○水洗化 普及 進 

○雨水管 整備 

○増加 老朽化施設 対策 

○施設 耐震化 災害対策 

○水需要 減少 伴う施設規模 適正化 

○公共用水域 水質保全 組  

経 営 

環 境 

○料金 使用料収入 減少 

○効率的 事業運営  

○環境 荷低減 組 
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第 5章 水道事業の目指すもの 

 

 基本理念 目指 理想像  

水 生命 源 あ ，絶え 地球上 環 ，人々 生活 支え，潤い

与え ，産業や文化 発展 礎 ，極 重要 資源 。 

 こ 水 海水や雪氷，大気中 水 在 た ，私た

ち 利用 水 地球全体 水 わ あ せ 。 

こ 貴重 水 わ 上 水道事業 ，こ ，公衆衛生 向上 生活環

境 改善 使命 ，市民 安心 水 安定的 供給 ，公共用

水域 水質保全 努 た。 

今や上 水道 ，市民生活や都市活動 支え こ い社会基盤

施設 い ，こ ，長い け 人たち 築 上 た

貴重 産 。 

こ ，安全 快適 市民生活 献 い た ，健全 経営

施設 質的 向上 図 ，上 水道 機能 次世代 引 い い こ ，上

水道事業 目指 将来像 考え い 。 

こ う こ ， ビ ョン 推進 うえ 基 理念 信

支え， 来 水 ち 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼 し 支え，未来へ 水 ち 

安 全

し 支え

持

健全 運営

強 靱

災害 強い

信 頼 
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 基本方針 

 基 理念 実現 向け，次 ４ 基 方針 設定 。 

 

 

 

  

   安全 良質 水 安定供給や，汚水処理 快適 生活環境 確保  

向けた 組 進 。  

 

 

 

 

 

 

   地震や津波 災害 対 強靱 ライ ライン 目指 ， 

危機管理体制 強化 図 。 

 

 

 

 

 

 

   事業経営 効率化や，人や組織 活性化，情報発信 強化 組  

進 ，持 性 あ 安定 た経営基盤 確立 。 

 

 

 

 

 

 

  再生可能エネル 活用や，資源 有効利用 環境 荷 低 

減 組 。 

 

 

 

 

 し 支え 上 水道 

 信頼さ 事業運営 

 環境対策 推進 

 災害 強い上 水道 
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第 6章 将来 向けた目標と取組 

 

 計画水量 見込  

ビ ョン け 計 水量 ， 成 38 度 給水人口 23 万人， 日最大

給水量 96,000㎥， 日最大汚水量 88,000㎥ 。 

，計 水量 い ，社会情勢 変化 必要 応 見直

行い 。 

 

 施策体系 

 基 方針 基 施策目標 ，そ 対 主要施策 た。 
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 主要施策 具体的 取組 

 

 

  

 

 

 

 

主 要 施 策 

水源域 適 保全 

水源域 保全 図 た ，計 的 森林 整備 保育 推進 。 

海道水資源 保全 関 条例 水資源保全地域 指定 けた

水源域 い ， 海道 連携 適正 土地利用 確保 図 。 

 

 

 

 

 

 

主 要 施 策 

新規水源整備 

尾 部浄水場 け 安定 水 確保 た ，新た 水源 整備 。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

新規水源整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心 水 確保 

施 策 目 標 

水道 

 

安定取水 確保 

施 策 目 標 

水道 

部浄水場 

新規水源整備 
調査 
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主 要 施 策 

水質管理体制 充実 

水質管理 充実 図 た ，水質検査機器 整備更新 進 ，外部精度管理

利用 検査精度 向上 向けた 組 進 。 

水源 ト ルや 端給水栓 水質検査 ，水源 蛇口 一貫 た

水質 視 的 行い 。 

 

浄水場 過設備 整備 

耐塩素性病原生物

※

対策 強化 図 た ， 部浄水場 過設備 整備

。 

尾 部地区 安全 水 供給 ，将来的 施設 統廃合 効率的

水道施設 運用 図 た ，尾 部浄水場 新た 過設備 整備 。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

浄水場 過設備 整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部浄水場 
過設備整備 

部浄水場 
過設備整備 

安全 水 供給 

施 策 目 標 

水道 
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主 要 施 策 

 老朽施設 計 的 更新 施設規模 適正化 

水道施設 機能維持 図 た ，将来 水需要 対応 た施設規模 見直

や供給区域 検討 行い，計 的，効果的 老朽施設 更新 進 。 

対象施設 

赤川高区浄水場 過池 

元 高区配水池 

赤川低区第 配水池 

赤川高区 旭岡系配水 管 

更新対象配水管 

 

配水池容量 確保 

大規模 宅地開発 進 い ，赤川高区浄水場 供給区域 対

安定供給 図 た ，新た 配水池 整備 。 

尾 部地区 け 安定供給 維持 図 た ，尾 部浄水場 配水池

増設 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設機能 保全 

施 策 目 標 

水道 
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施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

老朽施設 計 的 更新 施設規模 適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水池容量 確保 

 

 

 

 

 

主 整備内容 

更新管路延長 旭岡・赤川高区系配水本管 km      7 km 

更新管路延長 普通鋳鉄管 km     40 km 

 

 

 

 

 

 

 

赤川高区浄水場 過池 

赤川 区 

第 配水池 

旭岡・赤川高区系配水本管 

配水管更新 

中 沢配水池・送水管 部配水池 

元 高区 

配水池 
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主 要 施 策 

指定給水工事事業者 連携 

給水装置 起因 事故 防 た ，指定給水工事事業者 対 給水

装置 関 規則，製品規格，工法 情報 速や 提供 組 進

，指定給水工事事業者 連携強化 図 。 

 

貯水槽水道 適 管理 

貯水槽水道 適 維持管理 進 図 た ，市立函館保健所 連携 ，

所有者 対 適 管理 関 指 や 言 行い 。 

給水装置 け 水質悪化 ク 低減 た ， 水槽 要 直

結給水方式 普及 進 努 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適 給水装置管理 推進 

施 策 目 標 

水道 
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主 要 施 策 

汚水管 整備 

公衆衛生 向上や生活環境 改善 た ， 普及地区解消 向けた汚水管

整備 進 。 

 

水洗化 普及 進 

新た 処理区域 た家屋 戸別訪問 引 実施 ，水洗化 普及

進 向けた 組 進 。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

汚水管 整備 

 

 

 

 

 

主 指標 

 目 
27 度 

実 績 

38 度 

見込  

処理人口普及率 

処理人口/行政人口 ェ100 
90.2 % 90.7 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道 普及 進 

施 策 目 標 

水道 

未普及地区 整備 
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   主 要 施 策 

老朽施設 計 的 更新 施設規模 適正化 

老朽化 施設 増加 対応 た ， トックマネ ント計 策定

，計 的 施設 維持管理 更新 進 。 

将来 水需要 見据えた施設規模 見直 行い，効果的 水道施設 更

新 進 。 

 

明水対策 推進 

明水 汚水管 溢水

※

被害 防 ，処理場 維持管理費用 抑

制 図 た ，引 明水 調査 対策 進 。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

老朽施設 計 的 更新 施設規模 最適化 

 

 

 

 

  

主 整備内容 

更新管渠延長 km    30 km 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設機能 保全 

施 策 目 標 

水道 

施設 更新・長 命化 
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   主 要 施 策 

流水質 適正管理 

公共用水域 水質保全 た ，引 適正 汚水処理 行う ，水

質検査機器 計 的 更新 進 。 

処理場 け 雨水貯留管 適 運用 ，雨天時 流水質 向上 向け

た 組 進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

汚水処理施設運転管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共用水域 水質保全 

施 策 目 標 

水道 
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主 要 施 策 

温泉供給設備 計 的 更新 供給量 適 管理 

温泉 安定供給 図 た ，引 計 的 供給設備 更新 進 。 

温泉水 や揚湯量 観測 ， 海道や市立函館保健所

連携 ，湯川地区 け 温泉資源 保護 向けた 組 進 。 

温泉使用者 対 減量 協力要請 ，供給量 縮減 向けた 組 進

。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

温泉供給設備 計 的 更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 整備内容 

温泉供給本管更新延長 km    6.5 km 

 

 

 

 

温泉 安定供給 

施 策 目 標 

水道 

温泉供給本管更新 

湯ポンプ更新 

  導湯管更新 
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主 要 施 策 

水道施設 耐震化 

地震 水道施設 被害 最 限 ，緊急時 け 給水 可能 限

確保 た ，基幹施設

※

あ 旭岡浄水場，旭岡配水池，赤川高区第 配

水池 補強 耐震化 図 。 

た，そ 他 老朽施設 い ，更新 併せ 耐震化 図 。 

 

水道施設 耐震化 

地震 水道施設 被害 最 限 ， 水道施設 機能 確保

た ，更新 併せ 耐震化 図 。 

津波 水被害 予想さ 施設 い ，効果的 津波対策 検討

進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          耐震 手 水道管 

 

 

画像提供：日本 イ 鉄管協会  

 

 

 

地震対策 推進 

施 策 目 標 

水道 

 

水道 
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施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

水道施設 耐震化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設 耐震化 

 

 

 

 

 

主 指標 

 目 
27 度 

実 値 

38 度 

見込  

浄水場耐震化率 水道  

耐震化さ た浄水施設能力/全浄水施設能力 ェ100 
15.6 % 79.9 % 

配水池耐震化率 水道  

耐震化さ た配水池容量/全配水池容量 ェ100 
8.9 % 48.8 % 

基幹管路耐震適合率 水道  

耐震化さ た基幹管路延長/全基幹管路延長 ェ100 
54.9 % 59.2 % 

非耐震管更新率 水道  

耐震化さ た管渠延長/耐震性 い管渠総延長 ェ100 
9.7 % 26.8 % 

 

 

 

 

 

 

旭岡浄水場 耐震化 

旭岡配水池 
耐震化 

赤川高区第  
配水池 
耐震化 

老朽施設 更新 併 耐震化 

老朽施設 更新 併 耐震化 
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   主 要 施 策 

雨水管 整備 

雨水管 い ，緊急性 高い地区 優 的 整備 ，道路工

事 併せた効率的 整備 図 。 

 

雨水流出抑制対策 強化 

民間事業者 大規模 土地利用 ，雨水流出量 従前 増加

場合 ，雨水処理 対 言や指 行い， 水道 雨水流入量 抑

制 図 。 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

雨水管 整備 

 

 

 

 

 

主 指標 

 目 
27 度 

実 値 

38 度 

見込  

雨水整備率 

雨水整備面積/事業計画面積 ェ100 
58.9 % 59.7 % 

 

 

 

 

 

 

 

雨水管 整備 

水対策 推進 

施 策 目 標 

水道 
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主 要 施 策 

 災害対策マ ュアル 訓練 充実化 

災害時 け 応急体制 強化 た ，訓練 通 業務 計

( Ｐ) 災害対策マ ュアル 適宜見直 ，一層 充実 図 。 

 

公民連携 推進 

災害時 け 管路施設 応急復 関 協定 基 ，災害時

期 機能回復 図 た ，民間事業者 合同訓練 定期的 行う

，断水作業 け 公民連携 組 推進 。 

浄水場 処理場 い ，災害時 け 復 応援 関 ，民間事業

者 協定 締結 向けた 組 進 。 

 

広域連携 推進 

近隣事業者や道 他都市 災害復 関 研修会や共同訓練 参

加 , 広域的 応援態勢 充実 図 。 

災害時 け 迅速 連携体制 確立 向け ，応援 援計

※

策定

組 。 

 

災害時資器材 確保 

資器材 備蓄 管理 適 行う ，災害時 け 薬品 燃料

優 的 確保 向けた 組 進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      函館市防災訓練         日本水道協会道西地区災害時総合応援訓練 

災害対応力 向上 

施 策 目 標 

水道 水道 
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主 要 施 策 

適正 料金体系 検討 

人口 減少 伴う水需要 減少や 口利用者 増加，施設 老朽化や災害対

策 拡充 ，経営環境 大 変化 い た ，上 水道事業 将来 わ

た 持 可能 料金体系 関 調査研究 進 。 

 

収納率

※

向上 

経営 健全性や利用者 担 公 性 保 た ，滞納整理 組 強化

進 収納率 向上 図 ，併せ 効率的 徴収方法 入 向けた検討 進

。 

 

コ ト縮減 組推進 

民間活力 活用 たＰＰＰ/ＰＦＩ手法

※

施設整備 い 検討

進 。 

 

アセットマネ ント

※

基 投資 政計 策定 

上 水道施設 整備 更新，維持管理 係 費用 最適化 ，中長期的 収

支バラン た投資 政計 策定 た ，アセットマネ ント

入 向けた 組 進 。 

 

人材育成 推進 

長 経験 わ た技術 ，着実 次 世代 職員 た ，職場

研修 実施や技術マ ュアル 整備 組 。 

職員 能力開発 た ，企業局独自 職員研修 計 的 実施

，日 水道協会 外部団体 実施 研修 活用 ，人材 育成

努 。 

 

 

 

 

健全 事業経営 推進 

施 策 目 標 

水道 水道 



59 

 

 

  

 

 

 

 

主 要 施 策 

 効率的 組織体制 構築 

経営環境 変化 迅速 柔軟 対応 た ，簡素 効率的 組織体制

構築 努 。 

 

公民連携 推進 効率的 事業 運営 

業務委託 い ，こ 組 ，効率的 事業

運営 向け ，さ 検討 進 。 

民間事業者 職員 対 技術指 公民一体 た技術

努 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    断水作業 弁操作訓練               職員研修 

 

 

 

 

 

 

 

効率的 組織  

施 策 目 標 

水道 水道 
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主 要 施 策 

 情報提供 充実 

上 水道事業 対 理解 得 た ，引 ， ム や広報紙

活用 ，効果的 情報提供 努 。 

 

 利用者 コ ュ ケ ョン 進 

出前講 や上 水道施設見学会 通 ，利用者 コ ュ ケ ョン

図 ，上 水道 組 や役割 理解 深 組 進 。 

上 水道事業 適正 合理的 運営 図 た ，企業局経営懇話会

通 広 市民 意見 求 ，市民 事業運営 映させ 組

進 。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

       施設見学会               企業局経営懇話会 

 

 

 

 

 

 

透明性 高い事業運営 

施 策 目 標 

水道 水道 
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主 要 施 策 

省エネル 対策 推進 

電力使用量 削減 図 た ，新技術 利用 た省エネ型機器 入 積極

的 進 。 

 

資源 有効活用 推進 

水資源 有効活用 図 た ，漏水防 調査 組 推進 ，有効率

向上 努 。 

浄水場や処理場 発生 汚泥 い ，さ 有効活用 向けた調査

研究 進 。 

再生可能エネル 有効活用 環境 荷 低減 図 た ，赤川高区

浄水場 け 水力発電設備 安定的 運転 努 。 

処理過程 発生 消化 ，引 発電エン ン 燃料

利用 ，資源 有効活用 努 。 

さ 再生可能エネル 有効活用 向け 調査研究 進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏水防止調査 

 

 

環境 荷 減 

施 策 目 標 

水道 水道 
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第 7章 安定した事業運営 向けて 

 

 水道事業 

投資計画 

  計 期間 施設整備 容 ，水源，浄水場，配水池，基幹管路 整備更新

，配水池 耐震化，老朽配水管 更新や消火栓整備，温泉供給施設 更新

あ ，計 期間 10 間 投資額 合計 約 223億 い 。 

 

建設改良費 内訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

 

○計画期間内 主 施設整備 内容 

 

原水 び浄水施設事業費 

  水源 浄水場 設備や施設， 水管 整備更新事業費 

   赤川高区浄水場 過池更新 

   旭岡浄水場 過池耐震化 

配水施設事業費 

  配水池，送配水管 整備更新事業費 

配水池更新 元 高区，赤川低区第  

配水池耐震化 赤川高区第 ，旭岡  

中 配水池 送水管整備 

   管路更新 旭岡 赤川高区系配水 管，配水管  

   配水管整備 

 

 

 

税込単位：百万

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

200 530 1,920 2,275 649 453 427 323 580 819 8,176

779 1,109 1,069 1,341 1,047 1,056 1,085 1,305 1,041 1,066 10,898

110 103 50 38 100 86 134 282 439 79 1,421

20 20 21 21 21 21 21 21 21 21 208

19 16 66 18 16 23 15 17 17 17 224

217 144 154 153 130 126 108 103 122 135 1,392

1,345 1,922 3,280 3,846 1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,319

区　　　分

建

設

改

良

費

原水及び浄水施設事業費

配水施設事業費

簡易水道施設事業費

消火栓事業費

温泉供給設備事業費

そ 他固定資産取得費等

合 計
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簡易水道施設事業費 

 簡易水道 施設，設備，管路 整備更新事業費 

   尾 部浄水場水源， 過池，配水池整備 

   部浄水場 過設備整備 

   配水管更新 

消火栓事業費 

 消火栓 整備事業費 

温泉供給設備事業費 

  温泉供給 管 更新事業費 

そ 他固定資産取得費 

  庁舎整備費 ，水道 タ ，水質検査機器 固定資産 得費 
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財政計画 

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

・水道料金 

 過去 10 人口 有収水量 実績値 基 ，函館市人口ビ ョン 推計人口 将来

有収水量 求 ，現在 水道料金 乗 算出 い 。 

・温泉供給料金 

  資源保護 組 供給量 抑制 見込 ，現在 温泉供給単価 乗 算出 い 。 

・売電収入 

  再生可能エネル 固定価格 制度 利用 た， 水力発電設備 売電収入 見込

い 。 

・一般会計繰入金 

  主 消火栓 係 費用 い 繰入金 見込 い 。 

 

 

H29 H30 H31 H32

4,374 4,285 4,234 4,213

99 86 82 83

54 55 56 56

16 15 14 14

202 185 175 180

337 295 296 297

5,083 4,921 4,858 4,843

856 846 842 838

135 88 89 77

1,791 1,764 1,780 1,784

293 273 255 245

1,734 1,571 1,539 1,466

4,809 4,542 4,506 4,410

274 379 352 433

714 1,231 2,249 2,989

8 5 5

93 95 81 74

221 220 410 54

1,037 1,550 2,745 3,117

1,345 1,922 3,280 3,846

1,289 1,254 1,096 1,113

2,634 3,176 4,376 4,959

△ 1,監9】 △ 1,盤「盤 △ 1,盤」1 △ 1,84」

1,456 1,347 1,416 1,349

132 101 137 △ 盤1

2,568 2,669 2,805 2,745

17,843 17,820 18,972 20,848

長 期 前 金 戻 入

収 入 計

人 件 費

職 給 付 費

区　　　　　分

収

益

的

収

支

水 道 料 金

温 泉 供 給 料 金

売 電 収 入

損 益

一 般 会 計 繰 入 金

物 件 費

支 払 利 息

そ 他

支 出 計

当 度 財 源 過 足

そ 他

収 入 計

国 庫 補 助 金

一 般 会 計 繰 入 金

そ 他

当 度 累 積 財 源 残

当 度 企 業 債 残 高

企 業 債 償 還 金

そ 他

支 出 計

資 本 的 収 支 足

補 填 財 源

資

本

的

　

収

　

支

企 業 債

建 設 改 良 費
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・長期前 金戻入 

  過去 補 金 源 得 た固定資産 減価償却時 ，減価償却費相当額 収益化

さ ，実 現金 収入 伴い せ 。 

・物件費 

  材料費，修 費，動力費，燃料費，委託料 含 い 。 

・そ 他支出 収益的支出  

  減価償却費

※

，消費税額 含 い 。 

・企業債 

施設整備 行うた 源 借入金 ，充当率 90％ い 。 

・建設改良費 

  投資計 基 い 計上 い 。 

・補填財源 

  収益的支出 減価償却費 現金支出 伴わ い費用 充 。 

税込単位：百万

H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

4,158 4,102 4,047 3,991 3,936 3,881 41,221

83 83 83 83 83 83 848

56 56 56 56 56 56 559

13 12 11 11 10 10 127

179 199 193 190 188 183 1,873

297 297 297 297 297 297 3,011

4,786 4,750 4,688 4,629 4,570 4,510 47,638

830 830 829 830 827 827 8,355

99 65 96 143 60 97 949

1,784 1,784 1,784 1,784 1,784 1,784 17,825

238 224 209 197 188 182 2,305

1,643 1,642 1,647 1,623 1,619 1,433 15,917

4,595 4,545 4,565 4,578 4,479 4,323 45,352

191 205 124 50 92 187 2,286

1,441 1,283 1,337 1,567 1,696 1,612 16,117

19

74 84 77 74 75 74 801

21 11 936

1,536 1,378 1,414 1,641 1,770 1,685 17,873

1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,320

1,115 1,202 1,144 1,135 1,153 1,219 11,719

3,078 2,967 2,934 3,186 3,373 3,356 34,039

△ 1,監4「 △ 1,監89 △ 1,監「0 △ 1,監4監 △ 1,盤0」 △ 1,盤】0 △ 1盤,1盤監

1,375 1,299 1,198 1,440 1,256 1,212 13,348

24 △ 8監 △ 199 △ 監監 △ 「監監 △ 「】1 △ 監」1

2,769 2,684 2,485 2,430 2,176 1,904

21,174 21,255 21,449 21,880 22,423 22,816



66 

 

経営 見通し 

水道料金収入 今後 減少 見込 ，投資 準化や効率的 事

業 運営 向けた 組 進 こ ，老朽施設 更新や，基幹施設 耐震

化 水道事業 将来 わた 的 運営 い た 必要 投資 行い

。企業債残高 ，施設 更新や耐震化費用 増加 成 29 度 約 178

億 成 38 度 約 228億 増加 見込 ，当 度累積 源

残額 成 38 度 い 約 19億 確保 見込 い 。 

料金収入 減少 ， 成 34 度以降 当 度累積 源残額 減少

見通 こ ，水道事業 将来 わた 持 可能 資金 確保

向けた料金体系 関 調査研究 進 。 

 

水道事業 経営 見通し   
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 水道事業 

投資計画 

計 期間 施設整備 容 ，管渠，ポンプ場，処理場 整備 ，流域

水道 施設整備 係 担金や水質検査機器 あ ，計 期間 10 間

投資額 合計 約 193億 い 。 

 

建設改良費 内訳  

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

 

○計画期間内 主 施設整備 内容 

 

管渠事業費 

汚水管や雨水管 新設 び更新費用 ，公共桝新設費用 び街路事業

伴う管渠 移設工事 事業費 

ポンプ場事業費 

各ポンプ場 機械 電気設備 更新 ，マン ルポンプ所 新設工事

事業費 

処理場事業費 

南部 水終 処理場 汚水処理施設 汚泥処理施設 け 機械 電気設備

更新事業費 

特定環境事業費 

戸井地区 け 公共桝新設工事 事業費 

流域 水道事業費 

函館湾浄化センタ 機械 電気設備 更新事業費 係 市 担  

そ 他固定資産費 

庁舎整備費 ，水質検査機器 固定資産 得費 

 

税込単位：百万

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,060 1,061 1,005 930 897 920 844 1,004 969 970 9,660

40 59 323 464 173 177 82 553 576 104 2,551

710 847 498 266 678 756 850 145 236 715 5,701

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

118 119 154 160 79 128 160 96 112 112 1,238

53 8 7 5 5 2 5 2 4 2 93

1,982 2,095 1,987 1,826 1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,252

区　　　分

建

設

改

良

費

管渠事業費

ポンプ場事業費

処理場事業費

特定環境事業費

流域 水道事業費

そ 他固定資産取得費

合 計
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財政計画 

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

 

・ 水道使用料 

 過去 10 水道 水道 有収水量 実績値 ，水道 推計有収水量 基 水 有収水量

求 ，現在 水道使用料 乗 算出 い 。 

・一般会計繰入金 

  主 雨水処理経費 ，使用料減免補 金 繰入金 見込 い 。 

・長期前 金戻入 

  過去 補 金 源 得 た固定資産 減価償却時 ，減価償却費相当額 収益化

さ ，実 現金 収入 伴い せ 。 

・物件費 

  材料費，修 費，動力費，燃料費，委託料 含 い 。 

・そ 他支出 収益的支出  

  減価償却費，消費税額 含 い 。 

H29 H30 H31 H32

4,626 4,548 4,512 4,497

1,172 1,174 1,178 1,174

2,126 1,996 2,021 2,068

82 77 78 78

8,006 7,795 7,789 7,817

337 340 339 343

41 33 50 47

1,859 1,845 1,885 1,882

987 929 861 790

3,749 3,738 3,754 3,813

6,973 6,885 6,889 6,875

1,033 910 900 942

2,603 2,433 2,390 2,201

324 692 585 515

586 611 647 737

101 30 53 53

3,614 3,767 3,676 3,506

1,982 2,095 1,987 1,826

4,169 4,173 4,200 4,251

13 15 14 13

6,164 6,283 6,201 6,090

△ 「,監監0 △ 「,監1】 △ 「,監「盤 △ 「,監84

1,518 1,599 1,553 1,591

0 △ 】 △ 】」 △ 監1

1,950 1,943 1,869 1,818

54,254 52,514 50,704 48,654

当 度 財 源 過 足

当 度 累 積 財 源 残

当 度 企 業 債 残 高

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ 他

支 出 計

資 本 的 収 支 足

補 填 財 源

支 払 利 息

そ 他

支 出 計

損 益

資

本

的

　

収

　

支

企 業 債

国 庫 補 助 金

一 般 会 計 繰 入 金

そ 他

収 入 計

区　　　　　分

収

益

的

収

支

水 道 使 用 料

一 般 会 計 繰 入 金

長 期 前 金 戻 入

そ 他

収 入 計

人 件 費

職 給 付 費

物 件 費
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・企業債 

施設整備 行うた 源 借入金 。 

・建設改良費 

  投資計 基 い 計上 い 。 

・補填財源 

  収益的支出 減価償却費 現金支出 伴わ い費用 充 。 

 

 

 

 

 

 

 

税込単位：百万

H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

4,446 4,394 4,343 4,290 4,237 4,182 44,075

1,170 1,160 1,170 1,091 1,062 1,031 11,384

2,091 2,095 2,126 2,168 2,183 2,199 21,073

78 78 78 78 78 78 785

7,786 7,728 7,717 7,627 7,560 7,491 77,316

345 349 352 354 357 359 3,476

36 30 29 71 25 32 395

1,896 1,892 1,901 1,883 1,880 1,884 18,806

718 639 561 493 432 384 6,794

3,786 3,783 3,870 3,823 3,804 3,799 37,918

6,781 6,692 6,713 6,625 6,498 6,458 67,389

1,005 1,035 1,005 1,002 1,061 1,033 9,928

2,138 2,068 1,812 1,478 1,383 1,308 19,813

559 639 657 531 579 611 5,690

786 880 1,018 1,211 1,276 1,284 9,036

51 62 14 12 11 11 398

3,533 3,648 3,500 3,231 3,249 3,214 34,937

1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,252

4,261 4,258 4,136 3,983 3,739 3,494 40,664

13 11 11 11 11 10 121

6,106 6,254 6,088 5,794 5,647 5,409 60,037

△ 「,監】」 △ 「,盤0監 △ 「,監88 △ 「,監盤」 △ 「,」98 △ 「,19監 △ 「監,100

1,544 1,548 1,538 1,519 1,447 1,446 15,302

△ 「」 △ 「「 △ 4盤 △ 4「 110 284 130

1,795 1,772 1,727 1,685 1,795 2,079

46,531 44,340 42,016 39,511 37,155 34,969
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経営 見通し 

水道使用料収入 今後 減少 見込 ，投資 準化や効率的

事業 運営 向けた 組 進 こ ，老朽施設 更新，耐震化

水道事業 的 運営 必要 整備 行い 。 

こ 生活環境 改善 公共用水域 水質保全 た ， 成 度

ク 汚水管 整備 集中的 行 たこ ， 成 29 度 企業債残

高 約 543 億 見込 ，事業量 減少や企業債 償還 進 こ

， 成 38 度 約 350 億 減少 ，当 度累積 源残額 成 38

度 い 約 21億 確保 見通 い 。 

  水道使用料収入 減少 ， 成 36 度 当 度累積 源残額

減少 見込 ， 成 37 度以降 ，企業債償還金 減少

収支 改善 見通 こ ，将来 更新需要や 政バラン

見通 たうえ ，適正 料金体系 関 調査研究 進 。 

 

水道事業 経営 見通し  
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第 8章 ビジョンの実現 向けて 

 

 進行管理 

ビ ョン 実現 向けた施策 実施 あた ，Ｐ Ａサイクル

※

進行管理 行い，今後 上 水道事業 巻 環境 変化 対応 た ，

必要 応 見直 行い 。 

た， ビ ョン 見直 あた ，施策 進捗状況や評価 結果

函館市企業局経営懇話会 報告 ，そ 対 意見 参考 ，

見直 進 。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Plan

計画

Do

実施

Check

検証

Action

見直し

函館市上 水道事業経営ビジョン 

函館市企業局経営懇話会 

利

用

者 

・ 

団

体 

連

携 

社

会

情

勢

・

上

位

計

画 

映 
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■用語 解説■ 50音  

 

あ行  

●アセッ ネジ ン  

施設 構造や機能 劣化状況 応 た，適 機能保全対策 実施 こ ，

施設 有効活用や長 命化 図 ， イフサイ コ 最適化 図 も

，限 た財源 中 管理 基 事業費 準化 図 こ 目的

管理手法。 

●溢水 

水があふ こ 。 

●雨水管 

雨水 排除 た 管 こ 。 

●応援・ 援計画 

 大規模災害時 け 他 自 体へ 応援や，本市へ 支援 迅速 効果的

行うた 策定 計画 こ 。 

●汚水管 

家庭 排出さ し や生活排水，工場 汚水 排除 た 管

こ 。 

●汚泥 

浄水処理や 水 処理 発生 汚 たま こ 。  

●温室効果  

酸化炭素， ン，フ ン 大気圏 あ ，地表 射さ た赤外線

一部 吸収 こ 温室効果 もた 気体 こ 。 

 

行  

●外部精度管理 

 多数 検査機関 同一検体 検査し 各検査機関 報告 ー 集計・解析

こ 客観的 個々 精度管理状況 評価 精度管理 手法 こ 。 

●幹線管渠 

水 排水 た 主要 管渠 こ 。 

●基幹管路 

原水 取水 施設 浄水施設ま 水 送 導水管や，浄水施設 配水池

ま 水 送 送水管，幹線 配水管 こ 。 

●基幹施設 

取水施設や浄水施設，配水池 施設 こ 。 
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●給水装置 

 配水管 分岐し 設け た，個人や企業が所有 給水管 び給水用具

こ 。 

● 函館地域 

 成 16 市 村合併以前 函館市 あ た地域 こ 。 

●減価償却費 

長期間 わた 使用 施設 固定資産 取得 要した支出 ，そ 資

産が使用 期間 わた 毎 度費用化した こ 。 

●原水 

 浄水処理 行う前 水 こ 。 

●公共用水域 

河川，湖 ，港湾，沿岸海域そ 他公共 用 供さ 水域 こ 。 

●公的資金補償金免除繰上償還 

企業債 償還途上 い 据置期間経過後，満期償還期日以前 借入金 全部

また 一部 利 も 借 換え も補償金が免除さ 償還制度 こ 。 

●コージ ネ ー ョン 

消化 利用した エンジン 発電 ほ ，そ 際 生 熱 更 利

用 ， 種類 エネ ー 複数 エネ ー 取 出 こ

。 

●業務 計画 BCP  

災害，事件，事故 状況 見舞わ も，そ 状況へ 対応 け ，そ

組織 い 日常行 い 業務 中断 ，社会的混乱 最 限

た ，優先的 対応 業務 方法 び行動手 定 た計画

こ 。 

 

さ行  

●市街化区域 

既 市街地 形成し い 区域 び概 10 以内 優先的，計画的 市街化

図 区域 こ 。 

●資本費 準化債 

 企業債 元金償還期間が減価償却期間 短いた 生 資金 足 対し

発行 認 た起債 こ 。 

●収納率 

確定した納付さ 調定 うち，実際 納付さ た 収入済

割合 表した数値 こ 。 

収納率 ％ ＝収入済 ／調定 ェ100 
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●消化  

水汚泥中 有機物が微生物 代謝分解さ 発生 こ 。 

●浄水場 

水源 送 た原水 ，飲用 適 う 処理 設備があ 施設 こ 。 

●処理区域 

水 終 処理場 処理 こ が 能 区域 こ 。 

●水源 養保安林 

森林 降 た雨 地中 蓄え，ゆ 川 流 こ 洪水 防止や水資源

確保 目的 した保安林 こ 。 

●水洗化率 

処理区域内 け 水洗化 能戸数 対 水洗化済戸数 割合 表した数値

こ 。 

水洗化率 ％ ＝水洗化済戸数／水洗化区域戸数ェ100 

● ッ ネジ ン  

 施設 構造や機能 劣化状況 応 た，適 機能保全対策 実施 こ ，

施設 有効活用や長 命化 図 ， イフサイ コ 最適化 図 こ

目的 管理手法 こ 。 

●送水管 

 浄水施設 配水池ま 水 送 管 こ 。 

 

た行  

●耐塩素性病原生物 

各種病原生物 うち， プ ポ ジウ 水道 消毒 対し 著し 抵

抗性 示 も 総称 こ 。 

●長 命化 

施設 耐用 数 延伸し， イフサイ コ 縮減 寄 こ 。 

●導水管 

原水 取水 施設 浄水施設ま 水 送 管 こ 。 

●東部地域 

 成 16 函館市 合併した戸 ，恵山 ，椴法華村， 茅部 村

構成さ 地域 こ 。 

 

行  

●内部精度管理 

施設内 測定値 度合い 管理 手法 こ 。 
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行  

●配水管 

配水池 水 配 た 設さ た管路 こ 。 

●排水設備 

所，風呂，水洗 イ 生活排水 公共 水道ま 流 た 排水管や

汚水ま 設備 こ 。 

●配水池 

浄水処理した水量 時間変動 配水量 調整や，事故災害時 け 生活用

水 確保 目的 し ，一時的 水 蓄え 池 こ 。 

●配水本管 

配水管 うち幹線 管路 こ 。 

● 生物化学的酸素要求量  

水中 有機物 微生物が分解 使う酸素量 ，汚 程度 表 代表

的 指標 こ 。 

●Ｐ Ａサイ  

計画 Plan ，実行 Do ，評価 Check ，改善 Action プ セ 繰 返し

， 的改善 推進 経営管理 手法 こ 。 

●包括的民間委託 

民間企業 創意工夫 ， 効率的 サービ が提供 う ，一

ま ま し 業務 複数 契約・性能発注方式 委託 こ 。 

●ＰＰＰ/ＰＦＩ手法 

 公共施工等 設計 建設 維持管理 び運営 民間 資金 ウ ウ 活用

し 公共サービ 提供 民間主導 行うこ 効率的 効果的 公共サー

ビ 提供 図 こ 。 

 

や行  

●有効率 

料金徴収 対象 た水量や水道事業 使用した水量 有効水量 給水

量 除した数値 いい，水が有効 使用さ い 示 指標 こ 。 

●有収水量 

水道料金・ 水道使用料 対象 た水量 こ 。 

 

行  

● イフサイ コ  

構造物や製品 い ，建設 製造 初期 ，維持管理，廃棄 ま 必

要 費用 総 こ 。 
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● イフ イン 

補給路線 いう意味 ，水道， 水道， ，電気，通信 市民生活 必

要 も ネッ ワー 供給 設備 総称 こ 。 

●累積財源 

利益剰余金 内部 留保さ い 資金 こ 。 

●累進度 

水量区分 使用料単価 最 も 対 割増率 こ 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 



函館市交通事業経営ビジョン 原案 概要版  

 函館市交通事業経営ビジョン 策定 あた  

 策定 趣旨 

  市 交通事業 ，こ 函館市交通事業経営計 第２次 基 経営 健全化 組 ， 成26 度

市バ 事業 累積資金 足額 解消さ た ，今後 人口 減少 伴う利用者 減少や老朽化 た施設 更新費

用 増加 見込 状況 あ 。そ 一方 ，函館ア ナや 海道新幹線 開業 伴う観 客等 利用 増加

，事業 巻 環境 良い変化 生 い 。 

こう た中，市電 ， 人 環境 優 い公共交通機関 ，安全 輸送サ ビ 提供 ，市民

安心 暮 こ ち や観 客 交流人口 拡大 寄与 こ ，さ ，賑わい あ

都市空間 創造 献 こ 役割 求 い こ 。 

 ビ ョン ，今後 市 け 交通事業 安定 た事業経営 た ，目指 方向性 明 ，望 い姿

向けた 組 示 指針 策定 。  

 

 函館市交通事業経営ビジョン 位置付け 計画期間 

 ビ ョン ， 函館市交通事業経営計 第２次 後 計 ， 函館市基 構想 整合 図 ， 函

館市地域公共交通網形成計 函館市 ち や観 関 計 調和 保た た計 ，計

期間 成29 度 成38 度 10 間 。 

 函館市 路面電車 い  

 市 路面電車 ，大正２ 明治後期 海道 唯一運行 いた馬車鉄道 電化 東雲 ～湯 川間 開業

たこ 始 ，昭和18 函館市 事業 引 た。 

 そ 後，人口 増加 市電 利用者 増え け，軌道 延伸 事業 拡大路線 進 た ，昭和40

代 入 一転 ，自家用自動車 普及や市中心部 郊外 宅地 移動 利用者 々減少 けたた

，路線 縮 や資産 売却 様々 対策 実施 こ ，経営 健全化 努 た。 

 現在 函館市 人口減少 伴 市電 市民利用 減少傾向 あ ， 成27 度 函館ア ナや 海道新幹線

開業 国 外 観 客等 利用 伸び，乗客数 増加 た こ 。 

 交通事業 現状 

 経営 現状  

 乗車人員 ，近 横 い 推移 い ， 成27 度 約530万人 ， 成18 度 660万人

比 約130万人減少 い 。 た，乗車料金収入 ， 成27 度 約８億８千万 ， 成18 度 約

10億４千万 比 約 億６千万 減少 い 。交通事業 ，こ 利用者 減少 厳 い経営状況

い いたた ， 成12 度 ２次 わた 経営計 基 ，一般会計 支援 け 事業 健全化 努

たこ ， 成15 度 単 度収支 黒字 維持 ， 成12 度 約17億 あ た累積資金 足額 成26 度 解消

さ ， 成27 度 約２億６千万 源 確保 い 。  

乗車人員 乗車料金収入 推移  単 度収支 累積財源残 推移  

 施設 現状 

 線路関係施設 うち軌道 い ，毎日 電車 運行 ル 摩耗や軌道 傷 生 こ ，定期的

点検整備や計 的 軌道改良 必要 。こ た ，函館市交通事業経営計 第２次 い ，10 間

2,000ｍ 軌道改良 計 ，こ 計 実施 た。 た，停留場 い ，函館駅前 び五稜郭

公園前，中央病院前 停留場 い イン性 高い停留場 全面改築 た ，約半数 停留場 上屋 整

備 あ た ，安全地帯 プ化さ い い状況 あ 。 

 電路関係施設 うち，変電設備 い 当面更新 必要性 低い状況 ，電車 電力 供給 架線や電車専用

信号 保安設備 い ，軌道同様 計 的 更新 必要 。 

 車両 い ，現在保有 車両 多 昭和20～40 代 製造さ た い車両 あ ，一部 車両 冬期間 融

雪剤 影響 車体 腐食 見 け 状況 あ た ，今後 車両 計 的 更新や劣化 状況 応 た車体

改良 必要 。 

 

 安全 現状 

 安全 輸送 組 ，計 的 施設 改良や車両 更新 ，経営トップ 主 安全管理体制

，各種研修や訓練 通 職員 技術 向上や安全意識 醸成 努 ，安全対策 確実 実施 努 い

。  

 

 交通事業 将来 事業環境 課  

 交通事業 目指 も  

 基本理念 

 函館市 い 路面電車 ，身近 乗 物 市民 愛さ ，親 た。 た，公共交通機関

市民や観 客 モビ テ 支え 重要 都市基盤 いう け ，そ 歴史的 背 文化的要素 ，

観 資源 役割 果た た。 

 成25 ６ 路面電車開業100周 迎え，翌26 度 累積資金 足額 解消 果た ，27 度 函館ア

ナや 海道新幹線 開業 伴 ，国 外 観 客等 需要 増加 見込 状況 た。 

 一方 ，人口減少や高齢化 進行 見込 中 あ ，市民生活 利便性 維持 い た ，市電 高

齢者 市民 手軽 安心 移動手段 役割 求 い こ 。   

 こ う 状況 踏 え，こ 市民 足 あ 市電 け い た ，観 客等 需要 込

，市民 多 方々 利用 いた た 施策 組 い 必要 あ 。 

 こ た ， ビ ョン い ，基 理念 基 ，輸送 安全確保 ，便利 ，快適 ，定時性 保

たサ ビ 提供 基 姿勢 。 

乗車人員 乗車料金収入 見通し  

 将来 事業環境 課  

 海道新幹線 開業 観 客等利用者 増加

， 成28 度 乗車料金収入 対前 比 増額

見込 ，そ 後 人口 減少 市電利用

者数 減少 ，長期的 乗車人員や乗車料金収入

，減少 い 予測さ 。  

 こ た ，将来 わた 路面電車 維持 い た

，引 輸送 安全確保 向けた各種対策 行う

， 一層 利用 進 図 こ 必要 収入

確保 い こ 重要 課 い 。 



ビ ョン 実現 向けた施策 実施 あ

た ，Ｐ Ａサイクル 進行管理

行い，今後 交通事業 巻 環境 変化

対応 た ，必要 応 見直 行い

。 

た， ビ ョン 見直 あた ，施

策 進捗状況や評価 結果 函館市企業局

経営懇話会 報告 ，そ 対 意見

参考 ，見直 進 い 。 

 ビジョン 実現 向け  

 経営 見通し 

輸送 安全 確保 将来 わた 事業 安

定的 運営 た ，車両 び軌道 改良事

業費 増額 こ ，企業債残高 成

29 度 約19億 成38 度 約27億

増加 見込 ，当 度累積 源

成38 度 い 約 億 確保

見通 ， 健全 経営

維持 見込 い 。 

今後 ，将来 わた 持 可能 公共交通

網 構築 向け 市電 役割 果た い

こ ，安定的 経営 維持 前提

た利用 や い料金体系 い 調査研

究 進 い 。  

経営 見通し  

 投資計画 

 交通事業 施設整備 訳 ，軌道費 毎 的 実施 い 軌道改良 ，安全地帯 改良

見込 ，電路費 国道 無電柱化 伴う架線等 改良 見込 い 。さ ，車両費 老朽

化 た車両 替え 両 超低床車 購入 17両 車体改良 見込 ，計 期間10 間 投資額 合計

，約40億 い 。 

 安定した事業運営 向け  

 安全 信頼さ 公共交通 

 便利 快適 輸送サービ 提供 

 まちや地域へ 献 

 経営基盤 強化 

 安全管理体制 強化や安全 配慮 た投資 計 的 実施 ， 客様 安心 利用 う， 一層

安全性 強化 図 。 

 定時性 確保 ち ， 客様 便利 快適 利用 う，利用者目線 立 たサ ビ 提供

組 。 

 人 環境 優 い路面電車 ，公共交通機関 転換 進さ う，市 関係施策 連携

，積極的 ＰＲ活動 組 。   

 収益力強化 た ， 一層 増収増客対策 進 ，組織力 強化 ，効率的 安定 た経営

。 

 基本方針 

 基本理念 実現 向け，次 基本方針 設定しま 。 

 将来へ向けた目標 取組 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 
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第 章 函館市交通事業経営ビジョンの策定にあた て 

 

 策定 趣旨 

 市 交通事業 ，こ 函館市交通事業経営計 第２次 基

経営 健全化 組 ， 成26 度 市バ 事業 累積資金 足額 解消

さ た ，今後 人口 減少 伴う利用者 減少や老朽化 た施設 更新

費用 増加 見込 状況 あ 。そ 一方 ，函館ア ナや 海道新

幹線 開業 伴う観 客等 利用 増加 ，事業 巻 環境 良い

変化 生 い 。 

こう た中，市電 ， 人 環境 優 い公共交通機関 ，安全 輸

送サ ビ 提供 ，市民 安心 暮 こ ち

や観 客 交流人口 拡大 寄与 こ ，さ ，賑わい あ

都市空間 創造 献 こ 役割 求 い こ 。 

ビ ョン ，今後 市 け 交通事業 安定 た事業経営 た ，目指

方向性 明 ，望 い姿 向けた 組 示 指針 策定

。 

 

 交通事業経営ビジョン 位置付け 

 ビ ョン ， 函館市交通事業経営計 第２次 後 計 ， 函

館市基 構想 整合 図 ， 函館市地域公共交通網形成計

函館市 ち や観 関 計 調和 保た た計 。 

 

 

 計画期間 

 ビ ョン 計 期間 ， 成29 度 成38 度 10 間 。 
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第 章 函館市の路面電車に いて 

 

 交通事業 概要 

交通事業 こ ま 歩  

 市 路面電車 ，大正 

２(1913) ６ 29日 明治

後期 海道 唯一運行

いた馬車鉄道 電化

東雲 ～湯 川間 開業

たこ 始 。 

 開業当初 電灯電力供給

事業 行 いた函館水電

株式会社 軌道

※

事業 バ

事業 運営 い た ，

度重 運 値上 や電

力会社 合併 ，市民 安定 た運営 望 強い声 あ ，さ

戦時 いう当時 社会情勢 一因 ，昭和18(1943) ，函

館市 軌道事業 バ 事業 引 こ た。 

 

 そ 後，函館市 人口 増加

市電 利用者 増え

け，そ 需要 高 ，

昭和26(1951) 軌道

延伸や車両 増強 ，軌道事

業 拡大路線 進 た。

，こ 傾向 昭和40

代 入 一転 ，モ タ

ョン 進展 自家

用自動車 普及や市中心部

郊外 宅地 拡大

利用者 々減少 けたた ，経営 健全化 向け 路線 縮 や

資産 売却 様々 対策 実施 た。 

 

 

 

 

大 (開業 ) 電車 路線状況 

昭和 39 (最盛期) 電車 路線状況 
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 こ う 中， 成12(2000)

函館市公共交通施策基 方針 策

定さ ， 地域２事業者 あ たバ

事業 い 民間事業者 移管

こ 決 ，そ 一方 施設

整備 多額 投資 要 軌道事

業 い 市営維持 適 さ

たこ ，個別計 ２次

わた 函館市交通事業経営計

策定 ，バ 事業 民間事業者

移管 そ 累積資金 足額 解

消 図 た。 

 

 現在 函館市 人口減少 伴 市電 市民利用 減少傾向 あ ，

成27(2015) 度 函館ア ナや 海道新幹線 開業 国 外

観 客等 利用 伸び，乗客数 増加 た こ 。 

 

 

表 函館市交通事業 主  

 

 

 

 

号 西暦 きご 号 西暦 きご

明治 1897  亀函馬車鉄道株式会社 明治 設立 による馬車 昭和 1959  湯の川温泉～湯の川間開通

鉄道の開業

昭和 1968  電車ワンマン運行開始

明治 1911  函館水電株式会社 買収

昭和 1974  地方公営交通事業の経営の健全化の促進に関する

大正 1913  馬車鉄道の電化によ 路面電車 東雲 ～湯の川 法律 昭和 制定 による財政再建団体の指定を受

間 開業 月 ける。 ～昭和  財政再建期間終了

 函館区内開通 弁天 ・谷地頭・若松橋・湯の川 各

区間 月 昭和 1978  ガス会社前～五稜郭駅前間廃

大正 1925  若松橋～万 橋間開通 成 1991  函館市交通事業健全化計 策定 成 ～ 度

昭和 1934  函館大火　電車 両・施設焼失 成 1992  松風 ～宝来 東雲線 廃

昭和 1943  函館市へ事業譲渡・函館市交通局発足 成 1993  函館駅前～五稜郭公園前 ガス会社回 線 廃

昭和 1945  鮫川～湯の川間軌道撤去 成 2000  函館市公共交通施策基本方針の策定

 函館市交通事業経営計 の策定 成 ～ 度

昭和 1950  亀田～宮前 間開通

成 2001  バス事業を函館バス株式会社へ移管 ～ 成

昭和 1951  宮前 ～五稜郭公園前間開通

成 2010  函館市交通事業経営計 第 次 の策定 成 ～

昭和 1954  亀田～五稜郭鉄道工場前間開通 度

昭和 1955  鉄道工場前～五稜郭駅前間開通 成 2011  函館市水道局 の組織統合によ 函館市企業局発足

廃止前日 五稜郭駅前(昭和 53 10 31日) 
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現 路線 系統 

 

 

主 車両 
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◆交通事業 整備状況 

 

 

 

成「】 度 成「8 」 現

内　　容 内　　容

10.8「1 ㎞ 「盤 所

「1.監監監 ㎞ 監「 所

0.08】 ㎞ 最  長 0.盤】」 ㎞

「系統 最  短 0.「4】 ㎞

総　長 18.盤44 ㎞   均 0.4」」 ㎞

最　長 9.4盤盤 ㎞ 1 所

最　短 9.1】8 ㎞ 「】 所

　均 9.」「「 ㎞ 」1 所

」】 両 18 所

客　車 」「 両 10 所

除雪車 「 両 盤 所

装飾車 」 両 監.監 ｍ

4」.1 「1.盤4 ㎞

】4.「 人 1 所

区　　　分

軌道亘長 停留場数

軌道延長 安全地帯営業路線

区　　　分

待 合 所

上　  屋

広報装置

総　　数 軌道専用

運転系統

籍車両

信　　号

停 留 場

停留場間

距　　離

系 統 長

内　　訳

軌道優先

案内装置

軌道敷幅

均車 架 線 長

均定員 営業所数

単線亘長

系 統 数
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第 章 交通事業の現状 

 

 経営 現状 

函館市 人口推移 

市 人口 ，昭和55 345,165人 ク 減少 ， 成27

265,979人 い 。 

 

函館市 人口推移 国勢調査  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗車人員 推移 

 乗車人員 ，近 横 い 推移 い ， 成27 度 約530万

人 ， 成18 度 約660万人 比 約130万人減少 い 。

た，乗車料金収入 ， 成27 度 約８億８千万 ， 成18

度 約10億４千万 比 約 億６千万 減少 い 。 

 

乗車人員 乗車料金収入 推移  
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昭和41 度以降 乗車人員 市電・ 自動車保有 数 推移 

 昭和40 代以降，モ タ ョン 急速 進展 ，市民 移動手

段 公共交通機関 自家用自動車 移 変わ ，市電やバ 利用者 々

減少 け た。 

 約50 前 昭和41 度 成27 度 乗車人員 比 ，市電 ９近

減少 約4,530万人→約530万人 ，バ 近 減少 約3,530

万人→約720万人 い 。そ 一方 ，市 自動車保有 数 約９倍

増加 約２万 →約18万 い 。 

 

 

  昭和41 度以降 乗車人員 市電・ 自動車保有 数 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          資料：函館 株式会社， 海道運輸局函館運輸支局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S41 S49 S57 H2 H10 H18 H27

フ イ

市電 自動車

千人
千

乗

車

人

員

市

電

・

 

自

動

車

保

有

数 



8 

 

財政 状況 

  収支状況 

 交通事業 ，こ 利用者 減少 厳 い経営状況 い い

たた ， 成12 度 ２次 わた 経営計 基 ，一般会計 支援

け 事業 健全化 努 たこ ， 成15 度 単 度収支

黒字 維持 ， 成12 度 約17億 あ た累積資金 足額 成26 度

解消さ ， 成27 度 約２億６千万 源 確保 い 。 

 

 

単 度収支 累積財源残 推移  
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  企業債残高 推移 

施設 整備や老朽化対策 い た建設改良 実施 ，多額 資金 必要

た ，企業債 借 入 源 一部 い 。 

交通事業 建設改良 経営計 基 計 的 実施 ， 成27

度 企業債残高 ，約15億 千万 い 。 

 

 

 

 

建設改良費 企業債残高 推移  
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  財務比較分析 

 経営状況 表 経営指標 ， 市 交通事業 経営状況 公営路面電

車事業体 団体 均 比較 析 。 

 ，各数値 い ，総務省 公表 い ， 成26 度決算 け

経営 析表 基 い い 。 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標 意味  運輸収益や一般会計 繰入金等 収益 ，維持管理費や支払利息等 費用

程度賄え い 表 指標 

析 考え方 単 度 収支 黒字 あ こ 示 100％以上 い こ 必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 ％                   

当 値 函館市 114.0 公営路面電車事業体 均 108.1  

流動比率 

指標 意味  短期的 債務 対 支払能力 表 指標 

析 考え方 以 支払う 債務 対 支払うこ 現金等 あ 状況 示 ，

100％以上 あ こ 必要 

算 出 式 流動資産 平 流動 債 ェ 100   ％                              

当 値 函館市 120.5 公営路面電車事業体 均 174.4 

職員給 費対経常費用 

指標 意味  職員給与費 経常費用 占 割合 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 職員給与費 平 経常費用 ェ 100  ％                           

当 値 函館市 36.9 公営路面電車事業体 均 40.9 

日 車当た 走行  

指標 意味  車両当た 日 走行 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 間走行  平 間延実働車両数 ｋｍ       

当 値 函館市 124 公営路面電車事業体 均 126 
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日 車輸送人員 

指標 意味  車両当た 日 輸送人員 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 間輸送人員 平 間延実働車両数 人              

当 値 函館市 638 公営路面電車事業体 均 926 

乗車効率 

指標 意味  程度定員当た 乗車 い 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 乗車密度 平 均定員 ェ 100   ％  

乗車密度＝ 間延人  平 間走行                    

当 値 函館市 21.1 公営路面電車事業体 均 30.1 

日 車走行 当た 運輸収益 

指標 意味  間走行 当た 運輸収益 示 生産性 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 運輸収益 平 間走行  ( )                      

当 値 函館市 929.41 公営路面電車事業体 均 993.00 

日 車走行 当た 経常費用 

指標 意味  間走行 当た 経常費用 示 生産性 表 指標 

析 考え方 事業者団体 比較等  

算 出 式 経常費用 平 間走行  ( )                      

当 値 函館市 1271.25 公営路面電車事業体 均 1421.52 
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  財務比較分析表  

           ※公営路面電車事業体 均 1.00 した場合 比較 

 

 

 

 

 市 交通事業 経営状況 公営路面電車事業体 均 比較 た結果，経常収

支比率 均 上回 い ，累積資金 少 いこ ，流動比率

均 回 い 。 た， 日 車当た 走行距 均的 値

い ， 日 車輸送人員 少 いこ ， 日 車走行 当た 運

輸収益 均 回 い 。 
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日 車輸送人員

人

乗車効率 ％

日 車走行 当

た 運輸収益(

日 車走行 当

た 経常費用

公営路面電車事業体 均 函館市

職員給 費対計上費用 ％  

日 車輸送人員 人  

日 車走行  

当た 運輸収益  

日 車走行  

当た 経常費用  

経常収支比率 ％  

流動比率 ％  

乗車効率 ％  
(外側ほ 望ましい) 

(内側ほ 望ましい) 

(外側ほ 望ましい) 

(外側ほ 望ましい) 

(外側ほ 望ましい) 

(外側ほ 望ましい) 

日 車走行 km  

(外側ほ 望ましい) 

(内側ほ 望ましい) 
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事業 執行体制 

 第 次経営計 初 度( 成12 度) 職員数 ，嘱託職員や臨時職員 含

267人 た ，バ 事業廃 後 成15 度 136人 減少 ，そ 後，

成23 度 水道局 組織統合 経 成27 度 107人 い 。 

 

 

 

 

職員数 推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

179

77 69 69 68

88

59
40 38 39

0

50

100

150

200

250

300

H12 H15 H22 H23 H27

職員 嘱託職員等

(人) 



14 

 

乗車料金 

市 普通乗車料金 ，営業路線 一定距 基準 い 区間 け，

乗車 た距 応 た区間料金 算定 方式 。 

 

乗車料金 成26 5 1日改定  

 

 

乗車料金表 成26 5 1日改訂  

 

 

区    

料  金  

備  考 
2km  4km  7km  

7km  

超えた場合 

普  通 

乗車料金 

大人 210 230 240 250 市電専用 日券 

大人 600  

児 300  児 110 120 120 130 
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増収増客 関 取組状況 

 市 ，こ 函館市交通事業経営計 第２次 基 ，増収 増

客 図 た 組 進 た。 

 そ 主 容 表 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　　　　　分 主  実 施 内 容

利用しや い料金や割引 検討 Ｉ

ー

※ 

等新媒体 調査研究

・ 成「9 Ｉ ー 導入

・関係機関 交え 利用しや い料金や割引 い 検討

接遇 ー 向上 乗客需要 見合 た運

行 サービ 面 検討や他 交通機関

連携 強化

・接遇 ー研修や外国人観 客対応研修へ 参加 進

・乗客需要 見合 た運行 イ 検討

・車内無線ＬＡＮ

※

 サービ 実施

広告や意匠活用商品 利用・販売 進

・ ー広告 実施

・ ン ーやプ 意匠利用・販売

伝活動や情報発信 強化 利用 進

・ＳＮＳ

※

達ぐ続ご継ooず，T与iっっごち 開始

・観 等関係団体 連携した修学旅行や団体旅行 誘致活動 実施
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広報広聴活動 状況 

 市 ，こ 企業局 や ム ， Ｎ 各

種情報発信 ，鉄道 テ バルや運転体験会，親子見学会 イ

ントやＰＲ活動 通 ，交通事業 理解 市電 利用 進 図 組

進 い 。 

 た， 成24 度 ，幅広 各界各層 市民 意見 求 た ，

函館市企業局経営懇話会 設置 い 。 

 

 

           各種イ ン                   企業局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               函館市 ー ージ 函館市電 ージ  
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 施設 現状 

線路関係施設 

   軌道 

市 軌道 ，湯 川方面 函館 前 谷地頭方面 ，全 市街地

一般自動車 同 道路上 線路 配置さ た 併用軌道

，営業 10.82km中， 箇所 終端部以外 全 復線 い 。 

軌道 ，日々 電車 走行 ，次第 ル 摩耗や振動 軌

道 傷 生 ，走行時 け 音や 大 振動 発生 状

況 。 

こ た ，安全 快適

運行 確保 た

，日々 点検 い

そ 状況 確認

，計 的 軌道改

良や軌道整正 繰

返 実施 必要 あ こ ，函館市交通事業経営計 第２次

い ， 成22 度 10 間 2,000ｍ 軌道改良 計 ，着実

実施 た。 

 

   停留場

※ 

 市 停留場 全部

26箇所あ ， 成26

～28 度 ，函館市

中心市街地活性化基

計 い ，函館駅

前 び五稜郭公園

前，中央病院前 停留場 い ， イン性 高い停留場 全面改築

た。 

 ，軌道沿線 道路幅 狭 ，安全地帯 改良 必要 幅員

確保 困 約半数 停留場 ， プや上屋 設置さ い い状況

い 。 
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電路関係施設 

   電力供給設備 

   ア 変電所

※ 

 電車 動 た 直流電流 変換 施設 ， 市 ２箇所 駒場

変電所，東雲 変電所 あ ，何 比較的新 い施設 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

           駒場 変電所            東雲 変電所 

 

   イ 架線

※ 

 架線 ，摩耗や経 劣化 応 定期的 交換 必要 あ た ，毎

度計 的 更新 い 。 

 

   ウ 電柱 

 架線 支持 電柱 い ，多 区間 海道電力 株 電柱

共架 い ，主 西部地区 一部区間 ， 市

所有 電柱 使用 ，老朽化 進 い 。 

 

   保安設備 

 保安設備 電車専用信号 電気転 機

※

あ ， 箇所 交差点 設置さ い 。 

 こ うち，十字街交差点 設置 い 信号

び電気転 機 ，設置 約20 経過 い

こ ，更新 必要 い 。 
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車両関係施設 

   車両 

 市 ，現在，営業車両30両 ，箱館 イ ラ號やササラ電車

含 ，計37両 車両 保有 い 。こ うち，多 車両 昭和20～

40 代 製造さ た い車両 あ ，一部 車両 ，冬期間 車道 散

さ 融雪剤 ，車体 腐食 見 け い 状況 い

。 

 こ た ，定期的 車両 ンテナン 行う ，老朽化や腐食 状

況 応 ，更新 車体改良 延命措置 順次実施 ，安全性 確保

快適性 向上 図 た。 

 ，こ 更

新や車体改良 実施

た車両 い ，

数経過 老

朽化 進行 い

こ ，今後 引

車両状況 応

た計 的 更新 車体改良 必要 い 。 

 

   車両工場 駒場車庫  

現在 車両工場 ，昭和９ 函館大火 新川車庫 焼失 ，

同 12 建築さ た ，昭和18 函館市 事業 引 い 後 修

繰 返 今日 維持 い 状況 い 。 

 

 

 

 

 

 



20 

 

 安全 現状 

安全方針 安全管理体制 

函館市軌道事業安全管理規程 定 た 安全方針 毎 度定 安

全重点施策 基 い ，輸送 安全 関 Ｐ Ａサイクル

※

体制 構

築 ，逬 回 定例会議 び経営トップ 交えた安全推進会議等

，安全情報 業務情報全般 共有化 安全対策 確実 実施

努 い 。 

 た，安全管理体制 維持 改善 図 た ，毎 度，経営トップや安全統

括管理者等 対 部 査 実施 ，全

職員 共通 安全意識 持 事業運営 い

う努 い 。 

 ，安全 関 組 い ，毎 度，

そ 容 ム 掲載 ，情報公開

努 い 。 

 

 

安全方針  

 

輸送 安全 関 Ｐ Ａサイ  

 

内部 査 
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安全 関 具体的 対策 

  設備投資 

 市 ，こ 軌道や車両，架線，停留場 施設 改良，新車 購

入 い た老朽化施設 改良 更新 計 的 実施 た ， 一層

安全向上策 ，全営業車両 ライ コ 設置 行

た。 

 

 

過去 設備投資 状況  
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  人材育成 

 市 ，各種研修や訓練 定期的 実施 ，職員 知識 技術 向上

図 ，安全意識 醸成 努 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

        事故防止研修           脱線復 訓練 

 

事故発生状況等 

 過去 間 け 軌道事故 軌道事故等報告規則 昭和62 運輸省告示第

一号 定 運転事故 発生件数 ，次 。 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 H「」 度 H「4 度 H「監 度 H「盤 度 H「】 度

事故件数 件 0 0 0 0 1

 傷 者 人 0 0 0 0 1

死 亡 者 人 0 0 0 0 0

区　　　　　分

 間 実 施

回　数　等

対　象　者 内　　　　　　　　　　　　容

添乗・立哨指導

回，

各 逬間程度

電車乗務員

　電車乗務員養成所 教師等が中心 ，運転技能や接客技術 確

認し，安全 サービ 向上 向けた個別指導 行う。

事故防止研修

回，

日程度

電車乗務員

運転従事職員

　運転 関 基本事 確認や実地訓練 行うほ ，教育考査 び関

係職員 意見交換 実施し，安全意識 向上 共有 図 。

普通救命講習

回，

日

電車乗務員ほ

関係職員

　乗客等 突然 心肺停止 へ対応 た ，未 講者 び技能維持

た 再講習者 ～ 毎 対し 毎 度実施。

アップ研修

回，

半程度

電車乗務員

電車担当主席

　他 電車乗務員 車両へ添乗 ， ーニン 方式

，運転技能や接客技術 底上 ，安全意識 向上 図 。

災害総合訓練・

脱線復 訓練

回，

日

関係職員

委託業者従業員

　実際 災害や脱線 想定し，発生 復 等ま 一連 対応や各職員

役割 訓練 。

自衛消防訓練

回，

日

交通部全職員

　駒場車庫敷地内 火災 想定し，消火活動や避 ，救護 い

訓練 。

始

輸送等 関

安全総点検

回，

「0日間

交通部全職員 　経営 ップ 訓示や各職場や施設 査察等 実施。
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第 章 交通事業の将来の事業環境と課題 

 

 将来 事業環境 

函館市 将来人口 

 函館市人口ビ ョン ，今後 市 人口 減少傾向 見通

， ビ ョン 計 最終 あ 成38 推計人口 中 230千人

い 。 

 

函館市 将来人口  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗車人員 乗車料金収入 見通し 

 海道新幹線 開業 観 客等利用者 増加 ， 成28 度 乗車

料金収入 対前 比 増額 見込 ，そ 後 人口 減少

市電利用者数 減少 ，長期的 乗車人員や乗車料金収入 ，減少

い 予測さ 。 

 

乗車人員 乗車料金収入 見通し  
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 将来 課  

 市 交通事業 ，こ 人口減少 伴う乗車料金収入 減少

，厳 い経営状況 中，経営計 基 健全化 向けた各種対策 実施

た。 

 今後 い 市 人口 減少 見込 ，こ 伴 乗車料金

収入 減少 見込 。 

 こ た ，将来 わた 路面電車 維持 い た ，引 輸送 安全

確保 向けた各種対策 行う ， 一層 利用 進 図 こ 必要

収入 確保 い こ 重要 課 い 。 

 

 

路面電車開業100周 念セ ニー 様子 成25 29日  
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第 章 交通事業の目指すもの 

 

 基本理念 

 函館市 交通事業 ， 市民生活 支え 安全 快適 公共交通機関 ，

客様 考えたサ ビ 提供 努 ，効率的 事業運営 行うこ

基 理念 掲 い 。 

 函館市 い 路面電車 ，身近 乗 物 市民 愛さ ，親

た。 た，公共交通機関 市民や観 客 モビ テ

※

支え

重要 都市基盤 いう け ，そ 歴史的 背 文化的要素 ，観

資源 役割 果た た。 

 成25 ６ 路面電車開業100周 迎え，翌26 度 累積資金 足額

解消 果た ，27 度 函館ア ナや 海道新幹線 開業 伴 ，国

外 観 客等 需要 増加 見込 状況 た。 

 一方 ，人口減少や高齢化 進行 見込 中 あ ，市民生活 利便

性 維持 い た ，市電 高齢者 市民 手軽 安心

移動手段 役割 求 い こ 。 

 こ う 状況 踏 え，こ 市民 足 あ 市電 け い

た ，観 客等 需要 込 ，市民 多 方々

利用 いた た 施策 組 い 必要 あ 。 

 こ た ， ビ ョン い ，基 理念 基 ，輸送 安全確保

，便利 ，快適 ，定時性 保 たサ ビ 提供 基 姿勢 。 
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 基本方針 

 基 理念 実現 向け，次 ４ 基 方針 設定 。 

 

 

 

  

   安全管理体制 強化や安全 配慮 た投資 計 的 実施 ， 客様 

  安心 利用 う， 一層 安全性 強化 図 。 

 

 

 

 

 

 

   定時性 確保 ち ， 客様 便利 快適 利用 う，利 

  用者目線 立 たサ ビ 提供 組 。 

 

 

 

 

 

 

   人 環境 優 い路面電車 ，公共交通機関 転換 進さ  

  う，市 関係施策 連携 ，積極的 ＰＲ活動  

  組 。 

 

 

 

 

 

  収益力強化 た ， 一層 増収増客対策 進 ，組織 

 力 強化 ，効率的 安定 た経営 。 

 

 

 

 

 安全 信頼さ 公共交通 

 便利 快適 輸送サービ 提供 

 まちや地域へ 献 

 経営基盤 強化 
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第 章 将来に向けた目標と取組 

 

 施策体系 

 基 方針 基 施策目標 ，そ 対 主要施策 た。 
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 主要施策 具体的 取組 

 

 

  

 

 

 

 

主 要 施 策 

施設 計 的 改良 更新 

安全 安定 た輸送サ ビ 提供 た ，定期的 点検や修 行い適

維持管理 努 ，軌道 改良や電柱 更新 計 的 進

。 

将来 車両工場 改修等 向け，工事方法や費用 含 た調査研究 進

。 

 

運転技能向上 組 推進 

輸送 安全 確保 た 様々 研修 的 実施 ，さ 運転技

能 ルアップ 図 。 

 

安全管理体制 強化 

安全管理体制 強化 輸送 安全性 向上 図 た ，経営トップ 現場

一丸 ，運輸安全マネ ント

※

推進 。 

災害 各種対応マ ュアル等 基 訓練や研修 定期的 行い，職員

災害等発生時 対応能力向上 図 ，適宜，関連マ ュアル等 見

直 行う ，一層 強化 図 。 

 

軌道敷 電車優 運行 い 啓発強化 

安全性 定時性 確保 図 た ，関係機関 ット配

電車優 運行 い 啓発 努 。 

 

 

 

 

 

 

安全性 向上 

施 策 目 標 
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施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

軌道，電路等施設 計 的 更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌道改良 

 
安全地帯 
改良 

 
電路改良 

(駅前通) 
 

電柱更新 

 (十字街) (十字街) 
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主 要 施 策 

車両 改良 更新 

高齢者， い者 客様 対 快適 利用環境

整え た ，老朽化 た車両 車体改良や，バ ア 対応 超低床車

更新 計 的 進 。 

 

職員 接遇マナ 向上 

市民や観 客 多 客様 満足 いた け サ ビ 提供

た ，研修 接遇マナ 向上 向けた 組 進 。 

 

 

 

 

施策の実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

車両 更新 改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快適性 向上 

施 策 目 標 

車体大規模改修 

 超 床車導入 

 

  

  

Ｉ ー  
定期券導入 

車体改良  
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主 要 施 策 

情報発信 強化 

電車 現在 置や到着予定時間 情報 アルタイム 客様 知

せ ケ ョン テム 入 進 。 

電車 液晶 プ イ広告 利用 た観 情報 発信や車 公衆無線

ＬＡＮサ ビ 活用 た情報発信 い ，検討 進 。 

 

Ｉ テム 活用 

客様 現金支払時 け 煩わ さ 解消や ム 乗降 定時

性確保 た ，Ｉ 普及 進 図 。 

Ｉ 定期券機能 入 ，さ 利便性向上 図 。 

乗降情報 基 正確 析 ， 客様 把握 ，

さ 利便性向上 向けた調査研究 進 。 

 

乗客需要 見合 た適 運行 数 確保 

乗客需要 対応 効率的 効果的 営業時間，運行時 ， 数，間隔

い 検討 進 。 

 

料金体系 い 調査研究 

利用 や い料金体系 い ，調査研究 進 。 

 

交通機関相互 連携強化 

ち や観 振興 一体 た将来 わた 持 可能 公共交通

網 構築 向け，バ 路線網 再編 対応 ，乗 利便性 向上

た路線バ 連携 強化 。 

交通機関相互 連携 利便性向上 向けたサ ビ 提供 い ，検

討 進 。 

 

 

 

利便性 向上 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

地域 支え 組 推進 

安定 た運行 利便性 向上 努 ，中心市街地 け 回逿性 進

寄与 。 

函館駅前通 い ， ンプル テナ 方式

※

架線吊架 行い，

街並 観向上 献 。 

車体広告 イン い ， イ ライン 基 ，函館 歴史的 観

配慮 た 組 進 。 

地域 イ ントやコン ン ョン 開催 協力 た運行 組 進

。 

 

人 やさ い公共交通 向けた 組 推進 

高齢者， い者 客様 利用 や い超低

床車 入 進 。 

安全地帯 プや上屋設置 向けた 組 進 。 

 

環境 荷 低減 

関係機関 連携 ，自家用車 環境 荷 低い公共交通機関 利用転換

進 向けた 組 進 。 

エネル 効率 良い車両 入や，省エネル 運転 実施 電

力使用量 削減 努 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会へ 献 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

市電 利用 進 

沿線周辺 企業や商店街等 タイアップ ，利用 進 向けた

組 進 。 

イ ント 実施やＰＲ 拡大 ，市電 対 理解 関心 向上

図 ，需要喚起 向けた 組 進 。 

旅行代理店や各種団体 連携 強化 ，修学旅行等 誘致や市電乗車券

含 旅行商品等 拡大 向けた 組 進 。 

ア 活用や効果的 伝方法 研究 ，国 外 観 客 対 情報

発信 強化 図 。 

 

広告料収入 確保 

広告商品 新た 開発や見直 進 ，企業 販売 進 図 。 

市電 意匠 使用 た商品開発 積極的 協力 意匠 利

用 進 努 ，市電 イ アップ 収入 確保 図 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益力 向上 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

コ ト縮減 組 推進 

施設整備 け 設計方法や新た 技術 手法等 い 調査研究 ，コ

ト縮減 向けた検討 進 。 

 

効率的 組織  

経営環境 変化 迅速 柔軟 対応 た ，簡素 効率的 組織体制

構築 努 。 

業務委託 民間活力 活用 た効率的 業務 実施 い ，さ

検討 進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営 効率化 

施 策 目 標 
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第 章 安定した事業運営に向けて 

 

 投資計画 

 計 期間 施設整備 容 ，軌道，電路，車両 整備 更新 あ ，

計 期間10 間 投資額 合計 約40億 い 。 

  

建設改良費 内訳  

 

○計画期間内 主 施設整備 内容 

 

・軌道費 

 軌道や安全地帯 改良工事費 。2,500ｍ 軌道改良や安全地帯改良工

事，交差点改良工事 見込 い 。 

 

・電路費 

 架線や電気設備 改良工事費 。 ンプル テナ 方式 架線張

替工事や老朽化 た電柱 更新 見込 い 。 

 

・車両費 

 電車車体 購入費や改良工事費 。超低床車 両 購入 17両 車体改良

見込 い 。 

 

・機械そ 他固定資産取得費 

 工作機械や自動車， コン 固定資産 得費 。 

 

 

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

税込単位：百万

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

25 132 283 332 192 100 197 219 234 134 1,848

25 34 29 6 210 6 6 6 6 330

350 213 215 127 243 186 140 90 243 49 1,855

2 2

402 378 497 488 442 496 344 315 483 190 4,036

区　　　分

建

設

改

良

費

軌道費

電路費

合 計

車両費

機械そ 他固定資産取得費
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 財政計画 

 

・乗車料金収入 

 成28 度 乗車料金収入 上半期 実績等 考慮 推定 ， 成29 度以降 ，近 伸び

率 見込 算定 い 。 

・一般会計繰入金 

企業債利息，人件費，減価償却費，建設改良費 基 試算 ，そ 他 経営計

成28 度予算額 同額 見込 た。 

・長期前 金戻入 

 過去 補 金 源 得 た固定資産 減価償却時 ，減価償却費相当額 収益

化さ ，実 現金 収入 伴い せ 。 

 

 

 

 

注 四捨五入 関係 ，計 内訳 必 しも一致しま 。また， 成 29 度予算成立後 変更 場合があ ま 。 

H29 H30 H31 H32

1,004 1,000 1,005 1,010

326 343 349 368

129 119 103 98

65 67 68 69

1,524 1,529 1,525 1,544

627 627 634 643

48 34 37 42

553 514 523 527

14 13 12 12

357 364 348 369

1,597 1,552 1,554 1,593

△ 】「 △ 「「 △ 「9 △ 49

252 300 378 313

81 42 42 53

63 33 33 41

3 45 75

396 379 498 482

402 378 497 488

148 152 152 153

550 530 649 642

△ 1監4 △ 1監「 △ 1監1 △ 1監9

228 235 256 260

1 61 76 52

285 345 421 473

1,859 2,007 2,233 2,393

支 出 計

資 本 的 収 支 足

補 填 財 源

当 度 財 源 過 足

当 度 累 積 財 源 残

当 度 企 業 債 残 高

資

本

的

　

収

　

支

企 業 債

国 庫 補 助 金

一 般 会 計 繰 入 金

そ 他

収 入 計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ 他

支 出 計

区　　　　　分

収

益

的

収

支

乗 車 料 金 収 入

一 般 会 計 繰 入 金

長 期 前 金 戻 入

そ 他

収 入 計

人 件 費

職 給 付 費

物 件 費

支 払 利 息

そ 他

損 益
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・物件費 

 材料費，修 費，動力費，燃料費，委託料 含 い 。 

・そ 他支出 収益的支出  

 減価償却費，消費税額 含 い 。 

・企業債 

施設整備 行うた 源 借入金 ，充当率 100％ い 。 

・建設改良費 

 投資計 基 い 計上 い 。 

・補填財源 

 収益的支出 減価償却費 現金支出 伴わ い費用 充 。 

 

 

 

税込単位：百万

H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,005 1,001 997 992 988 983 9,986

361 350 378 373 353 363 3,564

99 116 100 97 97 117 1,075

69 69 69 69 69 69 680

1,535 1,536 1,544 1,531 1,506 1,532 15,305

645 652 659 664 652 655 6,458

41 42 84 67 18 88 500

528 528 528 528 528 528 5,281

12 12 12 12 12 12 122

374 356 379 373 349 388 3,657

1,599 1,590 1,662 1,644 1,559 1,670 16,019

△ 盤4 △ 監4 △ 118 △ 11」 △ 監「 △ 1」9 △ 】14

189 438 225 186 226 125 2,632

114 33 53 53 114 33 621

86 25 40 40 86 25 471

46 19 29 50 267

435 496 337 308 477 183 3,992

442 496 344 315 483 190 4,036

180 169 176 187 195 216 1,727

621 665 520 502 678 405 5,762

△ 18盤 △ 1盤9 △ 18」 △ 19」 △ 「01 △ 「「「 △ 1,】】1

273 212 306 209 215 311 2,505

23 △ 11 5 △ 98 △ 」8 △ 監0 21

496 485 490 392 354 304

2,402 2,670 2,719 2,718 2,750 2,659
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企
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債

残

高

当

度

財

源

過

足

・

累

積

財

源

残

当 度財源過 足 当 度累積財源残 企業債残高

億 億

 経営 見通し 

輸送 安全 確保 将来 わた 事業 安定的 運営 た ，車両 び軌

道 改良事業費 増額 こ ，企業債残高 成29 度 約19億

成38 度 約27億 増加 見込 ，当 度累積 源 成38

度 い 約 億 確保 見通 ， 健全 経営

維持 見込 い 。 

今後 ，将来 わた 持 可能 公共交通網 構築 向け 市電 役割

果た い こ ，安定的 経営 維持 前提 た利用 や い

料金体系 い 調査研究 進 い 。 

 

 

経営 見通し  
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第 章 ビジョンの実現に向けて 

 

 進行管理 

 ビ ョン 実現 向けた施策 実施 あた ，Ｐ Ａサイクル

進行管理 行い，今後 交通事業 巻 環境 変化 対応 た ，必

要 応 計 見直 行い 。 

た， ビ ョン 見直 当た ，施策 進捗状況や評価 結果

函館市企業局経営懇話会 報告 ，そ 対 意見 参考 ，

見直 進 い 。 
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■用語 解説■ 50音  

 

あ行  

●Ｉ ー  

 市電 函館 全線 乗車料金 支払いが 能 交通系Ｉ ー こ 。

全国相互利用対応各社 交通機関がこ ー 枚 利用 ほ ，対応

コンビニエン アや ッ ア 買い物 も利用 。 

●運輸安全 ネジ ン  

 ー ンエ ー 人的 起因 事故 防止 事業者内部 安全文化

構築・定着 向け，経営 ップ 主導 安全管理体制 構築 改善

け 行 取組 こ 。 

 

行  

●架線 

 車両が走行 た 電力 供給 架空電線 こ 。 

●軌道 

 鉄道 線路 うち路盤 上 あ ー ，枕木 構成さ た構造物 総

称。函館市 う 道路上 敷設し い も 併用軌道 ぶ。 

 

さ行  

● ンプ ー方式 

 線 電力 供給 線 吊架 方式 一 。 ン フが直接接

触 線 ，そ 真上 設置 吊架線 ン ー 金属線

吊し 支持 方式。路面電車 多 用い い 直接吊架方式 比 費

用 高 が，電柱 支持柱 ン線 線 支持柱 繋 線 が

少数 済 。 

直接吊架方式( ) ンプ ー方式(右)イ ージ   ンプ ー方式吊架例 
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●ＳＮＳ ソー ネッ ワー ン サービ  

 イン ーネッ 上 交流 通し 社会的ネッ ワー 構築 サービ

こ 。 

 

た行  

●停留場 

乗客が乗降 た 併用軌道内 道路 設け た島状 施設や道路標

識・道路標示 示さ い 路面電車 発着場所 こ 。 

●電気転 機 

一般的 ポイン ，列車 ー 他 ー へ移動さ

使わ も 。分岐器。 

 

行  

●Ｐ Ａサイ  

計画 Plan ，実行 Do ，評価 Check ，改善 Action プ セ 繰 返

し ， 的改善 推進 経営管理 手法。 

●変電所 

交流電流 電 変換 そ 視制御 行うた 施設 こ 。 

 

ま行  

●無線ＬＡＮ 

無線通信 利用し ー 送 信 行うコン ー ネッ ワー

こ 。 

● ビ  

 流動性，移動性 こ 。 

 

行  

●累積資金 足  

 流動 債 流動資産 引いた ，短期的 資金調遉 足 こ 。 



函館市 水道事業経営ビジョン 素案 に対する意見等一覧　

26

27

安全 水 取組状況

イ給水装置 適 管理

　直結給水方式

成28 月 増 ンプ 使用 直結増 式給水

導入 ， 以 水質や衛生面 改善

好 い あ 。今後 経営ビ ョン 具体的

貯水槽 直結増 式給水 転換 あ ，

普及 向 盛 込 い い。

給水 方式 い ，建物 使用用途や使用水量

条件 応 ，適 給水方式 採用 必要 あ

。

本市 い ，直結給水方式 対象 従前 階

中層建築物 い ， 成28 度 増

装置 使用 直結増 給水 10階程度 高

層建築物 拡大 あ 。今後 い ，

P49 適 給水装置管理 推進 貯水槽水道 適

管理 掲 い ，引 直結給水 普及

進 努 い い 考え 。

　素案 い 。

38

39

水道料金収入 水道使用料

　　収入 見通

収入 見通 フ 記載 い ，水需要や

収入 整備計画 関連性 解 あ 理解 や い

感 。

Ｐ38，39 記載 ，今後 人口減少 水需

要 減少 見込 ，料金収入 減少傾向 見通

い 。

本ビ ョン 原案 ，料金 使用料や企業債 収

入 人件費 維持管理費 建設改良費 支出 基 く

収支 見通 ，Ｐ64～65，68～69 計画 記載

。

原案 計画 記載

。

52

公共用水域 水質保全 合流式 水道 環境負荷 考え い 使い

問題 あ 存 。

成26 度 検討資料 ，貯留管 設置 分流式

遜色 い水質 排水 謳わ ，通常，

活性汚泥法 処理後 排水 BOD 20mg/ℓ あ

考え ，同検討資料 数値 十分 言え せ 。

特 処理対象人口 多い南処理区 合流式 水道 ，

更新時期 到来 地区 順次，分流式 置 換え ，

更新作業 実施 考え 。

分流式 水道 ，汚水 汚水管 終 処理場

運ば 処理 ，降雨時 地表面 汚 雨

水管 通 公共用水域 流出 。

一方，合流式 水道 降雨 道路 汚 一

定程度，終 処理場 処理 ，本市 ，

合流地区 い 間 通 汚濁負荷量 分流式 水

道 同程度 ，金堀雨水貯留管 整備 合流式

水道緊急改善事業 実施 。

分流式 変更 合流式 水道 改善対策 一 方

策 ，そ ，現 管渠 更新 加え 新

管渠 整備 必要 あ ，多 費用 期間 必要

，経営や市民負担 観点 慎重 対応

課題 考え 。

，今後 ，P52 公共用水域

水質保全 流水質 適正管理 掲 い ，金

堀雨水貯留管 適 運用 ，公共用水域 水質保

全 努 い い 考え 。

　素案 い 。

原案への対応NO 頁 素案該当部分 提出意見等 企業局の考え方

～

～

1
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温泉 安定供給 湯 川温泉 枯渇問題 い ， 具体的 施策

送 感 あ ，本計画期間内 具体的

温泉保護指針 い 制定 織 込 い

い 考え 。

　 ，湯 川温泉 流 位置 横津山系温泉群 今

後 う維持 いく ，函館 観光資源 あ 湯 川温

泉 保護 向 具体的 取水制限や水道料金 適正

化 含 ，函館市全体 取 組 課題 あ 考え

。

函館市 ， 成22 度 函館市温泉資源保護指針

策定 ，企業局 指針 踏 え 温泉資源保

護 取組 進 い 。

今後 い ，P53 温泉 安定供給 温泉供給

設備 計画的 更新 供給量 適 管理 掲 い

， 海道や保健所 連携 ，湯川地区

温泉資源 保護 向 取組 進 い い 考え

。

　素案 い 。

59

効率的 組織 く

 人材育成 効率的 組織体制

　 構築

長 経験 わ 技術 ，

着実 次 世代 職員

，職場研修 実施や技術マ

ニュア 整備 取 組

。

職員 能力開発 ，企業局

独自 職員研修 計画的 実施

，日本水道協会

外部団体 実施 研修 活

用 ，人材 育成 努 。

　 効率的 組織 く ， 人材育成 効率的

組織体制 構築 記載 い 。

　職員 人 いわ ，人材育成 ，効率的 組織体制

構築 いう観点 ，事業基盤 ひ あ 思い

。

　 人材育成 効率的 組織体制 構築 分 ，

健全 事業経営 推進 ， 人材育成 含

方 い 思い 。

　 意見 ，人材育成 健全 事業経営 不可

考え ，人材育成 主要施策 Ｐ5

健全 事業経営 推進 記載い 。

　P5  健全 事業経営 推

進 ⑤人材育成 推進 設

，P5   効率的 組織 く

人材育成 効率的 組織体制

構築 う ，次 主要施策 移

行い 。

長 経験 わ 技術 ，

着実 次 世代 職員

，職場研修 実施や技術マ

ニュア 整備 取 組

。

職員 能力開発 ，企業局

独自 職員研修 計画的 実施

，日本水道協会

外部団体 実施 研修 活

用 ，人材 育成 努 。

　 ， 記 伴い，Ｐ5  効

率的 組織 く 主要施策

効率的 組織体制 構築

改 。

59

効率的 組織 く

公民連携 推進 効率的

　事業 運営

公民連携 関 ，コンセッ ョン方式 い 今 検

討 良い い 思い 。

コンセッ ョン方式 導入 い ，公共施設等 運

営 民間事業者 資金や ウ ウ 活用 期待

，一方 ，公 サ ビ 水準 確保や，災害時

十分 対応 課題 想定 。

公民連携 ，P58 健全 事業経営 推

進 コ ト縮減 取組推進 やP59 効率的 組織 く

公民連携 推進 効率的 事業 運営 掲

い あ ，今後，コンセッ ョン方式やそ 他 公民

連携 手法 い ，課題 調査研究 行 い

い 考え 。

　素案 い 。

NO 頁 素案該当部分 提出意見等 企業局の考え方 原案への対応

2



函館市交通事業経営ビジョン 素案 に対する意見等一覧

19

車両工場 　 早く車両工場 堅牢化や改修 行う 。観

光事業 関 深い施設 ，現状 鉄道フ ン

工場見学希望者 対応出来 い。災害 対応

施設 改修 いう方針や，観光 貢献 い 部分

，一般会計 考え う 健全 考え 。ビ ョン

何 盛 込 方 良い。

　車両工場 い ，将来，改修時期 訪

，沿線 適 土地 無い ，改修 向

う 方法 可能 ，本ビ ョン期間中 い 調査研

究 進 い 。

　 ， 意見 踏 え Ｐ  施設 計画的 改

良 更新 記載 追加い 。

　Ｐ  施設 計画的 改良

更新 将来 車両工場 改修

等 向 ，工事方法や費用

含 調査研究 進 。 記

載 追加い 。

28

施設 計画的 改良 更新 　脱線事故 再発防 観点 ，軌道 安全性 強化

い ，ビ ョン 盛 込 い い。

28

安全管理体制 強化 　 水道事業経営ビ ョン 災害時 業務 計画

関 記載 あ ，交通事業 い う 内容

含 あ 思う ，同 企業局 交通事業経

営ビ ョン い ，災害対策マニュア い 言

及 方 良い い 。

30

職員 接遇マ 向 　乗務員 接遇 い ，概 良い 認識 い ，

ば あ う 思 ，チ ッ 体制 客様 声

拾う仕組 構築 ， 磨 いく う 進

い い。

　接遇 い ，研修や添乗 指導 繰 返 ，

接遇力 向 努 ，本ビ ョン Ｐ  職

員 接遇マ 向 掲 い ，今後

施策 推進 あ ， 意見 参考 ， 良い接遇

う努 い い 考え 。

　素案 い 。

32

地域 支え 取組 推進 　 ンプ 化 ほ ，景観向 向 取組

何 い 。

　既 実施 い 取組 ，市電 車体広告 い ，

成 度 街並 景観向 配慮 イン

イ イン 定 ，新規契約時 車体広告 更新 塗

直 時 イ イン 適合 イン い

， 意見 踏 え Ｐ  地域 支え 取組 推進

記載 追加い 。

　Ｐ  地域 支え 取組 推

進 車体広告 イン い

， イ イン 基 ，函館

史的 景観 配慮 取組 進

。 記載 追加い

。

32

環境負荷 減 　 効率 良い車両 導入 謳わ い ，

例えば回生 導入 考え う 。

　そ 一方 い車両ほ 雪 強い いう現実 あ ， 雪

い土地 設計者 考え 積雪地 通用 慎

重 考え 頂 い 思い 。

　 ，若い運転手 ッチ 入 方 拝見 限 ，

消費 関心 あ 思え せ 。

　既 両 回生 搭載済 車両 あ ，今後，導

入 超 床車 搭載 予定 い 。 ，函館市

導入 い 超 床車 ，寒冷地 あ 考慮

専用設計 い 。

　 ，乗務員 運転技術 い ，輸送 安全 深

く関わ 内容 あ ，本ビ ョン Ｐ  運転技能

向 取組 推進 掲 い ， 意見

参考 ， 一層 運転技術 向 省 運

転 対 理解 進 う，訓練や研修 通 指

導 い い 考え 。

　素案 い 。

原案への対応

　軌道 安全性 強化 い ，Ｐ  施設 計画的

改良 更新 い 軌道 計画的 改良 い

記載 い ，災害 対応 各

種マニュア や訓練 研修 い ，脱線事故 再

発防 観点 含 Ｐ Ａサイ 適宜見直

進 安全管理体制 強化 い

， 意見 踏 え Ｐ  安全管理体制 強化 記

載 追加い 。

　Ｐ  安全管理体制 強化

災害 各種対応マニュア

等 基 く訓練や研修 定期

的 行い，職員 災害等発生時

対応能力向 図 ，適

宜，関連マニュア 等 見直

行う ，一層 強化 図 。

記載 追加い 。

NO 頁 素案該当部分 提出意見等 企業局の考え方

1



　国土交通省 立地適正化計画制度 創設 ，全国

多く 都市 コン ト いう目標 掲 い 状

況 ，何 う取 組 具体化 い い問

題 総合的 観点 推進 う 取 組 行 い

。都市計画 い ，公共交通機関 整備 密接

わ 重要施策 。

　函館市 都市機能 考え，市電 路線 い 維持，

拡大，縮 選択肢 踏 え 総合的 判断 今後

間 方向性 明示 あ 考え 。

　高齢化 進 都市 機能 考え 場合，郊外 拡

大 居 地域 中心市街地 回帰 ，都市機能 コン

ト ， 居 地域 公共施設 ，立地適正化

計画 明確 機能 各地域 結ぶ ，必要

公共交通機関 市電 う 役割 担う ，

函館市 総合的 考え ば い大 課題

あ 考え 。

　函館市 後 高齢化率 約 ％， 5 以 後期

高齢者率 ％ 超え 推計 い 。 5 向

国 高齢者 重度 要 護状態 慣

地域 人生 最後 自分 い暮

う いうコンセプト 地域包括ケア ム 推進

い 。高齢者 慣 地域 暮 ，

日常 生活 い ，公共交通機関，市電 依存

ば い方 多く 考え 。 周知

，高齢者 自動車事故 増加 社会問題 い

。運転免許 返 推奨 い 現状 ， 今

後 高齢者 増え認知症高齢者 増加 考

え 。

　高齢者 目線 市電 うあ ，基本方針

具体的 触 い い。基本方針 び 施

策目標 ，高齢者 意識 ば

い。

　今 ト 感 車両 ，観光客 非常 タ

ッ 良い ，観光資源 考え い 。超 床

車 高齢者 良い ，そ 一方 昔

車両 時代 経 ば経 ほ 希少価値 出 く 思う

，部品 供給 限界 あ 思う ， 両 無い

いう い方 観光 寄 ，結果，乗車率

高 繋 思う。

　現実的 入手不可能 部品 あ ，企業局

意見同様 考え ，既 入手不可能 部品

い 過去 廃車車両 部品 活用 ，各形

式 両 可能 限 残 い い 考え い 。

　 ，本ビ ョンＰ  市電 利用 進 掲

主要施策 進 あ ， ト 感 あ 車両 い

情報発信 強化 図 い い 考え 。

　素案 い 。

NO 頁 素案該当部分 提出意見等 企業局の考え方 原案への対応

　本ビ ョン ，函館市 コン ト く

中 ，重要 都市施設 あ 市電 機能 維持

，路線 連携強化 ，高齢者

人々 移動 支え 都市基盤 役割 果

いく 基本 考え ， 意見 踏 え，

Ｐ 5中段 記載 追加い 。

　 ，高齢 客様 ，乗降時 段差 少 く 欲

い いう要望 多い ， ， い車両 乗降

口 段差緩和 階段 増設 ほ ， 成

度以降 プ ットホ ム 段差 少 い超 床車

導入 計画的 行 。 本ビ ョン

い ，Ｐ  車両 改良 更新 やＰ  人 や

い公共交通 向 取組 推進 掲 い

， 意見 踏 え 修正い 。

　Ｐ 5 段落目 一方 ，人口減

少や高齢化 進行 見込

中 あ ，市民生活 利便性

維持 いく ，市電

高齢者 市民 手軽

安心 移動手段 役

割 求 い 。

記載 追加い 。

　Ｐ びＰ 主要施策

い ，そ 次 線部

修正い 。

○Ｐ  車両 改良 更新

高齢者，障 い者

客様 対 快適 利

用環境 整え ，老朽化

車両 車体改良や， アフ

対応 超 床車 更新 計画

的 進 。

○Ｐ  人 や い公共交通

向 取組 推進

高齢者，障 い者

客様 利用 や

い超 床車 導入 進 。
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